
三
月
前
期
の
プ
ロ
イ
セ
ン
に
お
け
る
「
社
会
問
題
」

　
　
　
　
社
会
政
策
お
よ
び
中
間
層
政
策
の
展
開
Ｈ

と

ノ

本
　
　
和

良

　
　
　
　
　
　
　
　
問
題
の
所
在

　
　
　
　
　
　
　
ユ
ー
　
三
月
前
期
に
お
げ
る
「
杜
会
問
題
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
〕

　
　
　
　
　
　
　
　
　
１
　
「
杜
会
問
題
」
の
性
格

　
　
　
　
　
　
　
　
■

　
　
　
　
　
　
　
　
　
ｎ
　
「
杜
会
問
題
」
の
発
生
の
原
因
と
「
大
衆
貧
窮
」
　
　
以
下
次
号

　
　
　
　
　
　
　
　
　
〔

　
　
　
　
　
　
　
　
１
　
三
月
前
期
に
お
げ
る
政
策
の
展
開

　
　
　
　
　
　
　
　
　
〕

　
　
　
　
　
　
　
　
　
１
　
国
家
的
杜
会
政
策
の
開
始
１
１
一
八
三
九
年
の
児
童
保
護
規
定

　
　
　
　
　
　
　
　
　
■

　
　
　
　
　
　
　
　
　
１
　
中
間
層
政
策
の
開
始
１
１
一
八
四
五
年
の
営
業
令

　
　
　
　
　
　
　
　
■

　
　
　
　
　
　
　
　
　
皿
　
三
月
前
期
に
お
げ
る
政
策
展
開
の
特
徴
と
意
義

　
　
　
　
　
　
　
　
〔

　
　
　
　
　
　
　
　
皿
　
「
三
月
革
命
」
と
政
策
の
展
開

　
　
　
　
　
　
　
　
〕

　
　
　
　
　
　
　
　
　
１
　
「
三
月
革
命
」
と
「
杜
会
問
題
」

　
　
　
　
　
　
　
　
■

　
　
　
　
　
　
　
　
，
１
　
中
間
層
政
策
の
展
開
１
１
一
八
四
九
年
の
営
業
令

　
　
　
　
　
　
　
　
■

　
　
　
　
　
　
　
　
皿
　
国
家
的
杜
会
政
策
の
展
開
１
１
一
八
五
三
年
法

　
　
　
　
　
　
　
　
■

　
　
　
　
　
　
　
　
ｖ
　
「
反
動
期
」
に
お
げ
る
政
策
展
開
の
特
徴
と
意
義

　
　
　
　
　
　
　
　
〔

三
月
前
期
の
プ
ロ
ィ
セ
ソ
に
お
げ
る
「
杜
会
問
題
」
Ｈ
（
川
本
）

（
七
；
一
）



立
命
館
経
済
学
（
第
二
十
六
巻
・
第
五
号
）

二
（
七
一
四
）

問
題
の
所
在

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
１
）

　
い
わ
ゆ
る
フ
ィ
ッ
シ
ャ
ー
論
争
を
契
機
と
Ｌ
て
、
一
九
六
〇
年
代
以
降
西
ド
イ
ツ
で
は
伝
統
的
な
歴
史
学
を
乗
り
越
え
て
新
し
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
２
）

世
代
の
学
者
に
よ
る
杜
会
史
の
流
れ
が
前
面
に
押
し
出
さ
れ
て
き
た
。
そ
こ
で
ま
ず
、
こ
の
流
れ
の
最
も
重
要
な
先
駆
者
の
一
人
で

あ
る
Ｈ
・
ロ
ー
ゼ
ソ
ベ
ル
ク
と
推
進
者
の
一
人
で
あ
る
Ｈ
・
ｌ
Ｕ
・
ヴ
ェ
ー
ラ
ー
の
多
岐
に
わ
た
る
業
績
の
た
か
か
ら
、
ド
イ
ツ
史

に
関
す
る
最
近
の
著
作
に
主
と
し
て
手
が
か
り
を
求
め
、
小
稿
に
お
げ
る
問
題
関
心
と
問
題
の
所
在
、
考
察
の
外
枠
を
明
ら
か
に
し

て
お
き
た
い
と
思
う
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
エ
ア
ケ
ソ
ト
ニ
ス
ラ
イ
テ
ソ
デ

　
Ｈ
Ｔ
Ｕ
・
ヴ
ェ
ー
ラ
ー
は
、
問
題
の
選
択
は
認
識
を
導
く
関
心
に
よ
っ
て
決
定
さ
れ
、
杜
会
状
況
や
政
治
状
況
が
変
化
す
れ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
３
）

ば
関
心
も
変
化
す
る
の
で
、
　
「
歴
史
は
現
在
の
観
点
の
も
と
で
っ
ね
に
新
た
に
書
か
な
げ
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
の
見
地
か
ら
、
間
題

の
選
択
は
「
一
八
世
紀
末
の
諸
革
命
以
来
の
近
代
ド
イ
ツ
史
の
基
本
的
な
問
題
と
結
び
付
い
て
い
る
」
と
し
て
つ
ぎ
の
よ
う
に
指
摘

す
る
。
す
な
わ
ち
、
「
西
ヨ
ー
回
ツ
パ
的
－
北
ア
メ
リ
カ
的
発
展
」
と
は
反
対
に
、
近
代
ド
イ
ツ
史
に
お
い
て
「
再
三
再
四
間
題
と
た

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ツ
ユ
タ
ー
ツ
ピ
ュ
ル
ガ
ー

る
で
あ
ろ
う
の
は
、
ド
イ
ツ
史
の
固
有
の
重
荷
に
つ
い
て
の
問
題
、
成
年
の
責
任
あ
る
国
　
民
の
杜
会
へ
と
発
展
す
る
こ
と
に
対

し
て
な
さ
れ
た
…
…
甚
し
い
妨
害
に
つ
い
て
の
問
題
、
：
…
・
最
初
は
自
由
た
杜
会
に
対
し
て
、
つ
い
で
民
主
的
な
杜
会
に
対
し
て
ひ

た
向
き
の
、
か
つ
残
念
な
が
ら
成
功
し
た
低
抗
、
直
ち
に
か
ま
た
は
後
に
お
い
て
宿
命
的
な
結
果
を
伴
っ
た
低
抗
に
つ
い
て
の
問
題

　
　
（
４
）

で
あ
る
」
と
。
し
た
が
っ
て
、
ド
イ
ツ
・
フ
ァ
シ
ズ
ム
の
破
局
へ
の
道
は
、
「
西
洋
杜
会
の
一
般
的
問
題
」
で
は
な
く
、
「
ド
イ
ツ
杜

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ク
リ
ー
ゼ
ソ
ヘ
ル
“
ア

会
の
特
殊
な
諸
条
件
の
間
題
」
で
あ
り
、
「
危
機
の
根
源
」
が
こ
の
点
に
あ
る
が
ゆ
え
に
、
「
ド
イ
ツ
史
の
い
わ
ゆ
る
私
生
児
的
な
結

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
５
）

果
」
で
は
な
く
、
「
ま
さ
し
く
ド
イ
ツ
史
に
深
く
根
づ
い
た
連
続
性
の
結
果
」
で
あ
っ
て
、
「
わ
れ
わ
れ
は
、
一
八
六
六
／
七
一
年
か



ら
一
九
四
五
年
ま
で
の
ド
イ
ツ
史
を
一
体
の
も
の
と
し
て
、
連
続
的
な
活
動
の
関
連
を
も
っ
も
の
と
し
て
分
析
し
な
け
れ
ぼ
な
ら
な

（
６
）

い
」
。
こ
う
し
て
、
か
れ
は
ド
イ
ツ
帝
国
の
歴
史
分
析
に
立
ち
向
か
う
の
で
あ
る
。

　
と
こ
ろ
で
、
こ
の
ド
ィ
ツ
史
に
固
有
な
問
題
は
、
　
「
ド
イ
ツ
の
最
も
強
力
な
二
人
の
政
治
的
指
導
者
」
の
一
人
、
Ｆ
・
ニ
ソ
ゲ
ル

ス
が
、
産
業
革
命
の
突
破
後
に
お
げ
る
ド
ィ
ツ
の
政
治
の
本
来
の
課
題
を
、
　
「
意
識
的
、
究
極
的
に
政
治
状
況
を
工
業
状
態
に
適
合

さ
せ
る
、
近
代
的
発
展
の
軌
道
に
導
く
こ
と
」
に
置
い
た
の
に
対
し
、
い
ま
一
人
の
「
ビ
ス
マ
ル
ク
が
、
そ
れ
に
対
抗
し
て
悪
い
結

果
を
伴
っ
て
、
困
っ
た
こ
と
に
は
効
果
的
に
戦
っ
た
」
こ
と
、
す
な
わ
ち
「
杜
会
経
済
的
発
展
と
政
治
的
発
展
の
必
要
な
同
時
化
が
・

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
７
）

帝
国
に
お
い
て
最
後
ま
で
挫
折
さ
せ
ら
れ
た
」
こ
士
に
存
し
、
そ
の
さ
い
の
中
心
問
題
は
、
形
成
期
に
お
い
て
、
工
業
化
の
進
展
に

よ
る
「
新
し
い
勢
力
の
突
進
に
対
し
て
、
前
工
業
的
エ
リ
ー
ト
に
よ
る
伝
統
的
な
支
配
地
位
の
防
衛
」
が
成
功
し
、
そ
の
結
果
、

「
ま
さ
に
一
八
六
六
／
七
一
年
以
後
の
ド
イ
ツ
に
お
い
て
も
、
重
要
な
経
済
的
、
杜
会
的
、
政
治
的
な
決
定
が
、
農
業
杜
会
の
指
導

エ
リ
ー
ト
の
利
害
に
お
い
て
決
め
ら
れ
、
か
れ
ら
が
そ
の
場
合
に
、
帝
国
ド
イ
ツ
の
工
業
杜
会
の
展
開
の
決
定
に
非
常
に
永
続
的
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
８
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
・

参
与
し
た
」
こ
と
に
あ
っ
た
。

　
小
稿
は
最
近
の
西
ド
ィ
ツ
歴
史
学
界
に
お
げ
る
以
上
の
よ
う
な
杜
会
史
の
問
題
関
心
に
支
え
ら
れ
て
、
三
月
前
期
（
一
八
一
五
～
一

八
四
八
年
）
の
プ
ロ
イ
セ
ソ
に
お
げ
る
「
杜
会
問
題
」
と
そ
れ
へ
の
政
策
的
対
応
を
辿
る
こ
と
に
よ
り
、
一
九
世
紀
初
頭
の
シ
ュ
タ
ィ

ソ
ー
ハ
ル
デ
ソ
ベ
ル
ク
改
革
と
中
葉
以
降
の
産
業
革
命
の
突
破
の
過
程
の
な
か
で
、
新
た
に
拾
頭
し
て
く
る
工
場
労
働
者
と
危
機
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
９
）

瀕
し
た
中
間
層
が
ど
の
よ
う
に
前
工
業
的
エ
リ
ー
ト
の
伝
統
的
な
支
配
の
な
か
に
統
合
さ
れ
て
い
き
、
そ
こ
で
ど
の
よ
う
な
問
題
が

孕
ま
れ
て
い
た
の
か
、
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
を
課
題
と
し
た
い
。
本
論
に
入
る
に
先
立
っ
て
、
な
お
、
当
該
時
期
に
お
い
て
・
他

の
二
つ
の
杜
会
階
級
、
前
工
業
的
エ
リ
ー
ト
と
工
業
ブ
ル
ジ
ヨ
ア
ジ
ー
が
、
政
治
過
程
と
経
済
過
程
に
対
し
て
い
か
な
る
関
連
を
も

　
　
　
三
月
前
期
の
プ
ロ
イ
セ
ン
に
お
げ
る
「
杜
会
問
題
」
Ｈ
（
川
本
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
（
七
一
五
）



　
　
　
立
命
館
経
済
学
（
第
二
十
六
巻
・
第
五
号
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
四
（
七
ニ
ハ
）

っ
て
い
た
の
か
・
を
瞥
見
し
て
お
き
た
い
と
思
う
。
工
場
労
働
者
お
よ
び
中
問
層
の
統
合
の
問
題
は
こ
の
枠
組
み
の
な
か
で
進
行
し

て
行
く
か
ら
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
１
０
）

　
ま
ず
、
政
治
過
程
に
つ
い
て
み
る
と
、
当
該
時
期
は
前
工
業
的
ユ
リ
ー
ト
に
よ
る
一
．
権
威
主
義
的
た
支
配
体
制
と
杜
会
体
制
」
を

維
持
し
つ
つ
遂
行
さ
れ
た
「
〃
オ
批
イ
い
．
以
ソ
軋
、
釦
一
の
時
期
で
あ
一
た
。
「
上
か
ら
の
革
命
一
と
は
、
フ
ラ
ソ
ス
革
命
の
直
後
、
プ

ロ
イ
セ
ソ
の
大
臣
Ｋ
・
Ａ
・
フ
ォ
ソ
・
シ
ュ
ト
ル
ー
ユ
ソ
ゼ
ー
（
嚢
｛
ぎ
ぴ
ｑ
易
；
旨
ｃ
。
旨
屋
豪
¢
¢
）
が
フ
ラ
ソ
ス
大
使
に
語
っ
た
言
葉
、

つ
ま
り
フ
ラ
ソ
ス
に
お
い
て
「
下
か
ら
上
へ
た
さ
れ
た
」
「
効
能
の
あ
る
革
命
」
は
、
「
プ
ロ
イ
セ
ソ
に
お
い
て
は
ゆ
っ
く
り
と
上
か

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
ｕ
）

ら
下
へ
と
実
施
す
る
」
で
あ
ろ
う
、
と
い
う
言
葉
に
由
来
し
て
い
る
。
　
「
上
か
ら
の
革
命
」
の
過
程
は
フ
ラ
ッ
ス
革
命
の
政
治
的
側

圧
に
対
す
る
シ
ュ
タ
ィ
ソ
ー
ハ
ル
デ
ソ
ベ
ル
ク
の
改
革
に
よ
り
開
始
さ
れ
、
工
業
化
の
進
展
と
と
も
に
拾
頭
し
て
き
た
工
業
ブ
ル
ジ

ョ
ア
ジ
ー
に
よ
る
「
下
か
ら
の
革
命
」
が
「
三
月
革
命
」
の
挫
折
に
よ
り
失
敗
し
た
後
、
政
治
的
に
無
関
心
に
陥
っ
た
工
業
ブ
ル
ジ

ョ
ァ
ジ
ー
が
経
済
活
動
に
専
念
し
、
権
威
主
義
的
な
伝
統
的
支
配
の
維
持
の
も
と
で
産
業
革
命
の
突
破
が
遂
行
さ
れ
る
過
程
に
お
い

て
、
一
八
六
六
／
七
一
年
の
ビ
ス
マ
ル
ク
に
よ
る
三
つ
の
戦
勝
の
結
果
、
ま
さ
し
く
「
血
と
鉄
」
に
よ
っ
て
国
民
的
統
一
の
課
題
が

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
オ
ー
プ
リ
ヒ
カ
イ
ツ
シ
ユ
タ
ー
ト

解
決
さ
れ
る
こ
と
に
よ
り
頂
点
に
達
し
た
。
こ
の
結
果
、
　
「
権
威
主
義
的
プ
ロ
イ
セ
ソ
の
公
権
国
家
が
目
を
く
ら
ま
せ
る
成

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
１
２
）

功
と
と
も
に
一
八
七
一
年
の
ド
イ
ツ
帝
国
へ
と
拡
張
し
」
、
「
杜
会
的
発
展
と
憲
政
的
発
展
と
の
同
時
化
は
一
九
一
八
年
秋
に
至
る
ま

　
　
　
　
　
　
　
（
１
３
）

で
成
功
し
な
か
っ
た
」
の
で
あ
る
。

　
っ
ぎ
に
、
こ
う
し
た
政
治
過
程
と
密
接
に
絡
み
合
っ
て
進
展
し
た
経
済
過
程
に
っ
い
て
、
ま
ず
農
業
面
で
は
、
一
八
〇
六
～
一
八

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
１
４
）

三
七
年
は
、
一
八
七
五
～
一
八
九
八
年
と
と
も
に
、
一
九
世
紀
の
二
大
不
況
期
に
当
っ
て
い
た
。
一
八
〇
七
年
の
「
一
〇
月
勅
令
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
１
５
）

に
よ
り
土
地
所
有
の
一
般
的
流
動
化
の
法
的
基
礎
が
創
出
さ
れ
た
こ
と
と
相
ま
っ
て
、
こ
の
時
期
に
東
エ
ル
ベ
地
域
で
所
有
と
人
の



急
激
な
交
代
が
行
な
わ
れ
、
市
民
の
農
場
貴
族
へ
の
侵
入
と
合
理
的
な
農
業
へ
の
移
行
が
促
進
さ
れ
た
。
「
農
場
貴
族
は
、
生
産
的
に

活
動
す
る
大
土
地
所
有
者
の
階
級
へ
発
展
し
、
ま
す
ま
す
純
粋
に
営
業
的
な
観
点
に
立
っ
て
経
営
す
る
こ
と
に
よ
り
『
民
主
化
さ
れ
」
」
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
１
６
）

二
九
世
紀
の
半
ぼ
頃
に
、
貴
族
的
－
市
民
的
農
場
貴
族
は
、
統
一
的
な
企
業
家
層
を
形
成
し
た
」
の
で
あ
る
。
っ
い
で
、
か
れ
ら

は
、
一
八
四
〇
年
か
ら
、
と
く
に
一
八
四
六
年
の
イ
ギ
リ
ス
の
穀
物
関
税
撤
廃
以
後
、
一
八
七
六
年
ま
で
、
イ
ギ
リ
ス
ヘ
の
穀
物
輸

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
１
７
）

出
を
中
心
に
「
異
例
に
恵
ま
れ
た
農
業
の
好
景
気
を
享
受
し
て
…
…
か
れ
ら
の
経
済
力
の
歴
史
的
高
点
に
到
達
し
た
」
の
で
あ
っ
た
。

　
こ
う
し
た
経
済
過
程
の
進
展
の
な
か
で
、
貴
族
的
農
場
貴
族
と
市
民
的
農
場
貴
族
は
同
質
の
経
済
的
利
害
を
通
じ
て
融
合
し
て
い

っ
た
の
み
で
な
く
、
　
二
八
四
八
年
の
革
命
や
、
上
昇
す
る
自
由
主
義
的
た
市
民
階
級
の
権
力
要
求
や
、
さ
ら
に
工
業
プ
ロ
レ
タ
リ

ァ
ー
ト
と
杜
会
主
義
に
対
す
る
恐
怖
が
、
杜
会
的
か
っ
政
治
的
に
も
集
結
す
る
よ
う
に
」
作
用
し
、
　
「
ビ
ス
マ
ル
ク
の
帝
国
建
設
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
１
８
）

い
う
卓
越
し
た
業
績
の
成
功
に
よ
っ
て
…
…
精
神
的
か
つ
内
面
的
に
同
化
す
る
こ
と
に
成
功
し
た
」
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
１
９
）

　
－
市
民
の
成
り
上
が
り
者
」
の
農
場
貴
族
へ
の
侵
入
は
同
時
に
将
校
団
や
高
級
官
僚
へ
の
侵
入
を
随
伴
し
た
の
で
あ
る
が
、
こ
こ

で
も
二
九
世
紀
に
お
い
て
『
民
主
化
さ
れ
た
』
将
校
や
高
級
官
僚
の
ヒ
ェ
ラ
ル
ヒ
ー
は
、
貴
族
的
杜
会
集
団
と
し
て
、
ま
た
、
格

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
２
０
）

別
に
特
権
を
与
え
ら
れ
た
別
個
の
職
業
身
分
と
し
て
、
か
れ
ら
の
ス
テ
イ
タ
ス
を
守
り
通
す
こ
と
に
成
功
」
し
、
こ
の
結
果
「
第
二

帝
制
に
お
い
て
も
・
：
…
ホ
ー
エ
ソ
ツ
ォ
レ
ル
ソ
国
家
の
伝
統
的
支
配
者
集
団
た
る
大
土
地
所
有
老
階
級
や
将
校
団
や
高
級
文
官
官
僚

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
２
１
）

が
依
然
と
し
て
杜
会
の
頂
点
に
あ
り
、
本
来
の
政
治
的
権
力
者
で
あ
っ
た
」
。
「
上
か
ら
の
革
命
」
は
、
以
上
の
よ
う
な
過
程
に
支
え

ら
れ
、
か
っ
絡
み
合
い
な
が
ら
進
行
し
た
の
で
あ
る
。
こ
こ
で
、
シ
ュ
タ
イ
ン
ー
ハ
ル
デ
ソ
ベ
ル
ク
改
革
以
降
の
「
再
編
成
さ
れ
た

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
２
２
）

領
主
経
営
は
、
厳
格
に
君
主
制
的
－
軍
隊
式
に
中
央
集
権
化
さ
れ
た
経
営
で
あ
っ
た
」
点
に
も
注
意
す
る
必
更
が
あ
ろ
う
。

　
っ
ぎ
に
工
業
面
に
っ
い
て
み
る
と
、
一
九
世
紀
初
頭
の
「
農
民
解
放
」
と
「
営
業
の
自
由
」
の
実
施
、
一
八
二
〇
年
代
に
入
っ
て

　
　
　
三
月
前
期
の
プ
ロ
イ
セ
ン
に
お
げ
る
「
杜
会
問
題
」
Ｈ
（
川
本
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
（
七
一
七
）



　
　
　
　
立
命
館
経
済
学
（
第
二
十
六
巻
・
第
五
号
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
六
（
七
一
八
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
２
３
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
２
４
）

の
各
種
技
術
学
校
の
設
立
、
一
八
三
四
年
の
ド
イ
ツ
関
税
同
盟
の
結
成
と
い
っ
た
国
家
指
導
の
も
と
で
、
鉄
道
建
設
を
工
業
化
に
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
２
５
）

っ
て
決
定
的
に
重
要
な
指
導
セ
ク
タ
ー
と
し
て
、
西
ユ
ル
ベ
地
域
を
中
心
に
一
八
五
〇
年
代
初
め
よ
り
産
業
革
命
の
窓
破
が
開
始
さ

（
２
６
）

れ
、
一
八
五
七
年
に
ド
イ
ツ
を
襲
っ
た
最
初
の
経
済
恐
慌
に
よ
る
一
八
五
九
年
ま
で
の
中
断
と
、
一
八
六
六
年
の
短
か
い
景
気
後
退

の
後
、
一
八
七
三
年
に
第
二
の
経
済
恐
慌
に
見
舞
わ
れ
る
ま
で
の
期
間
の
比
類
の
な
い
好
景
気
と
高
成
長
に
よ
り
、
産
業
革
命
は
完

　
　
　
　
　
（
２
７
）

全
に
突
破
さ
れ
、
こ
の
結
果
「
前
工
業
的
ニ
リ
ー
ト
は
ブ
ル
ジ
ョ
ァ
ジ
ー
に
工
業
杜
会
に
お
い
て
の
み
第
一
位
の
地
位
を
明
げ
渡
し

（
２
８
）

た
」
の
で
あ
る
。

　
以
上
の
よ
う
に
、
三
月
前
期
の
プ
ロ
イ
セ
ソ
に
お
げ
る
「
杜
会
問
題
」
と
そ
れ
に
対
す
る
政
策
展
開
は
、
政
治
的
に
は
前
工
業
的

エ
リ
ー
ト
が
伝
統
的
支
配
を
維
持
し
、
　
「
上
か
ら
の
革
命
」
が
遂
行
さ
れ
る
と
い
う
過
程
の
も
と
で
、
経
済
的
に
は
産
業
革
命
の
突

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
２
９
）

破
が
進
展
し
、
工
業
ブ
ル
ジ
ョ
ァ
ジ
ー
が
優
位
を
獲
得
し
て
い
く
と
い
う
外
枠
の
な
か
で
行
な
わ
れ
る
点
に
予
め
注
意
を
促
し
、
本

論
に
進
む
こ
と
に
し
よ
う
。

　
　
（
１
）
　
フ
ィ
ッ
シ
ャ
ー
論
争
に
っ
い
て
は
、
差
当
り
エ
マ
ヌ
ェ
ル
・
ガ
イ
ス
「
第
一
次
世
界
大
戦
に
お
げ
る
ド
イ
ツ
の
戦
争
目
的
　
　
（
フ
ィ

　
　
　
　
ッ
シ
ャ
ー
論
争
）
と
西
ド
イ
ツ
歴
史
学
界
　
　
」
、
『
思
想
』
、
五
〇
三
、
五
〇
四
号
、
一
九
六
六
年
、
を
参
照
せ
よ
。
な
お
、
こ
の
論
争
の

　
　
　
　
意
義
と
限
界
に
っ
い
て
は
、
早
島
瑛
「
現
代
史
と
し
て
の
フ
ィ
ヅ
シ
ャ
ー
論
争
」
、
『
み
す
ず
』
、
二
〇
〇
号
、
一
九
七
六
年
、
を
参
照
せ
よ
。

　
　
（
２
）
　
Ｈ
・
ロ
ー
ゼ
ソ
ベ
ル
ク
は
西
ド
ィ
ッ
の
伝
統
的
な
歴
史
学
と
そ
れ
を
乗
り
越
え
た
新
し
い
流
れ
の
形
成
に
っ
い
て
っ
ぎ
の
よ
う
に
述
べ

　
　
　
　
て
い
る
。
　
「
一
九
六
〇
年
代
以
後
は
じ
め
て
…
…
こ
れ
ま
で
な
お
ざ
り
に
さ
れ
て
き
た
間
題
領
域
に
立
ち
向
っ
た
の
は
、
と
り
わ
げ
大
胆

　
　
　
　
不
敵
な
若
い
学
者
た
ち
で
あ
」
り
、
「
か
れ
ら
は
伝
統
的
な
、
た
い
て
い
は
物
語
り
風
の
、
政
治
的
・
外
交
的
事
件
史
や
人
物
史
、
た
ら
び

　
　
　
　
に
、
政
治
思
想
史
や
制
度
史
、
こ
と
に
法
規
範
を
過
度
に
強
調
す
る
国
制
史
や
行
政
史
の
研
究
の
動
機
づ
げ
、
見
方
、
目
標
設
定
、
方
法

　
　
　
　
た
ら
び
に
判
断
基
準
を
乗
り
越
え
て
、
押
し
進
ん
で
い
っ
た
。
…
…
あ
の
時
点
に
い
た
る
ま
で
、
西
ド
イ
ツ
の
歴
史
学
を
支
配
し
て
い
た

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
シ
ュ
テ
ソ
デ
イ
ツ
シ
ュ
　
ヒ
晶

　
　
　
　
観
範
的
な
根
本
姿
勢
は
、
相
変
ら
ず
、
伝
統
的
な
歴
史
主
義
の
呪
縛
、
た
ら
び
に
、
権
威
的
な
国
家
構
造
の
神
聖
化
や
、
身
分
的
－
階



　
　
ラ
ル
ヒ
ツ
ン
ユ

　
　
層
的
に
編
成
さ
れ
た
杜
会
秩
序
の
理
想
化
や
、
物
質
的
な
作
用
力
の
軽
視
の
呪
縛
の
な
か
に
あ
っ
た
」
と
（
匡
與
易
射
易
彗
訂
曇
牢
ｏ
－

　
　
巨
¢
８
¢
Ｏ
實
｛
害
汀
Ｏ
－
一
彗
○
。
Ｏ
Ｎ
邑
帽
霧
Ｏ
巨
Ｏ
巨
９
～
彗
ミ
目
具
～
昌
峯
巴
目
畠
８
一
く
Ｏ
暑
Ｏ
ま
Ｏ
霧
声
巨
◎
易
．
大
野
英
二
、
川
本
和
良
、
大

　
　
月
誠
訳
『
ド
ィ
ツ
杜
会
史
の
諸
問
題
』
未
来
杜
、
一
九
七
八
年
、
「
目
本
語
版
へ
の
著
者
の
序
言
」
七
～
八
ぺ
ｉ
ジ
）
。
杜
会
史
の
流
れ
の

　
　
研
究
動
向
に
つ
い
て
は
、
山
本
秀
行
「
西
独
に
お
げ
る
近
代
杜
会
史
研
究
の
動
向
　
　
ｂ
易
Ｏ
巨
Ｏ
享
Ｏ
旨
｛
○
霧
９
。
。
Ｏ
ぎ
津
Ｎ
０
豪
Ｏ
～
鼻

　
　
｛
旨
雪
己
。
ざ
易
Ｏ
訂
乙
。
富
量
－
考
嚢
Ｏ
易
Ｏ
訂
津
、
の
創
刊
を
め
ぐ
っ
て
　
　
」
、
『
史
学
雑
誌
』
、
八
六
編
四
号
、
一
九
七
七
年
。
大
野
英
二
「
『
組

　
　
織
資
本
主
義
』
論
の
問
題
点
　
　
比
較
杜
会
史
の
研
究
動
向
　
　
」
、
『
思
想
』
、
六
二
五
号
、
一
九
七
六
年
。
同
「
Ｊ
・
コ
ッ
カ
『
戦
時
の

　
　
階
級
杜
会
　
　
ト
イ
ソ
杜
会
史
一
九
一
四
～
一
九
一
八
　
　
』
」
、
『
経
済
論
叢
』
、
一
一
六
巻
五
・
六
号
、
一
九
七
五
年
。
村
瀬
興
雄
「
ト

　
　
イ
ツ
現
代
史
に
お
げ
る
連
続
性
の
問
題
」
、
『
成
慶
法
学
』
、
三
、
一
九
七
二
年
。
同
「
近
代
化
論
の
紹
介
　
　
ヴ
ェ
ー
ラ
ー
と
タ
ー
ナ
ー

　
　
（
１
）
」
、
『
成
慶
法
学
」
、
一
〇
、
一
九
七
六
年
。
等
を
参
照
せ
よ
。
た
お
、
邦
訳
さ
れ
て
い
る
Ｈ
・
１
Ｕ
・
ヴ
ェ
ー
ラ
ー
の
業
績
と
し
て
は
、

　
　
「
ド
イ
ツ
帝
国
主
義
　
一
八
七
一
～
一
九
一
八
」
早
島
瑛
訳
、
『
思
想
』
、
六
三
六
号
、
一
九
七
七
年
、
お
よ
び
『
近
代
化
理
論
と
歴
史
学
』

　
　
山
口
定
、
坪
郷
実
、
高
橋
進
訳
、
未
来
杜
、
一
九
七
七
年
、
　
「
ボ
ナ
バ
ル
テ
ィ
ズ
ム
と
ビ
ス
マ
ル
ク
・
レ
ジ
ー
ム
」
大
野
英
二
・
早
島
瑛

　
　
訳
、
『
思
想
』
、
六
四
四
号
、
一
九
七
八
年
、
が
あ
る
。
ま
た
、
Ｈ
・
ロ
ー
ゼ
ソ
ベ
ル
ク
の
諸
業
績
に
つ
い
て
は
、
前
掲
邦
訳
『
ド
イ
ツ
杜

　
　
会
史
の
諸
間
題
』
の
巻
末
の
著
作
目
録
を
参
照
せ
よ
。
な
お
、
オ
ッ
ト
ー
・
ブ
ル
ソ
ナ
ー
「
専
門
分
野
と
し
て
の
『
歴
史
』
諸
科
学
」
お

　
　
よ
ぴ
「
ヨ
ー
ロ
ソ
バ
杜
会
史
の
問
題
」
、
同
『
ヨ
ー
ロ
ソ
バ
　
　
そ
の
歴
史
と
精
神
』
石
井
紫
郎
そ
の
他
訳
、
岩
波
書
店
、
一
九
七
四
年
、

　
　
所
収
、
Ｊ
・
コ
ヅ
カ
「
組
織
資
本
主
義
か
国
家
独
占
資
本
主
義
か
　
　
概
念
に
つ
い
て
の
前
書
き
　
　
」
氷
沼
宗
司
訳
、
『
現
代
の
理
論
』
、

　
　
一
九
七
六
年
四
月
号
、
同
「
カ
ー
ル
・
マ
ル
ク
ス
と
マ
ッ
ク
ス
・
ヴ
ヱ
ー
バ
ー
」
水
沼
知
一
訳
、
『
思
想
』
、
六
二
五
号
、
六
二
六
号
、
一

　
　
九
七
六
年
、
同
「
最
近
の
マ
ル
ク
ス
主
義
的
杜
会
史
に
関
す
る
批
判
的
分
析
　
　
と
く
に
ト
イ
ソ
民
主
共
和
国
に
お
け
る
杜
会
史
的
僚
向

　
　
を
考
慮
し
つ
つ
　
　
」
太
田
和
宏
訴
、
北
海
学
園
大
学
『
経
済
論
集
』
、
二
五
巻
二
号
、
一
九
七
七
年
、
を
も
参
照
せ
よ
。

（
３
）
冒
易
と
巨
｝
幸
ｏ
巨
胃
一
寄
ぎ
争
９
宗
ｑ
易
冒
宥
『
『
¢
巨
あ
畠
胃
－
Ｈ
胃
・
。
一
・
つ
巨
〇
一
彗
Ｎ
…
宇
募
２
雪
ｃ
。
◎
Ｎ
巨
－
昌
ｏ
く
艮
婁
昌
－

　
　
窃
。
・
窃
Ｏ
巨
Ｏ
軍
９
０
・
葦
ぎ
ぴ
・
彗
畠
；
Ｏ
．

（
４
）
霊
易
－
一
ｑ
巨
９
ミ
¢
巨
¢
Ｈ
一
冒
。
つ
Ｕ
ｏ
募
ｏ
ぎ
夢
宥
屋
一
｝
崖
箏
－
畠
鼻
３
ま
お
¢
箏
畠
鼻
Ｈ
Ｈ
－
鼻

（
５
）
向
区
二
．
Ｈ
９

（
６
）
甲
と
．
ミ
ｏ
巨
胃
一
胃
ぎ
目
ぎ
＆
９
Ｈ
Ｈ
－
鼻

　
三
月
前
期
の
プ
ロ
イ
セ
ソ
に
お
げ
る
「
杜
会
問
題
」
い
（
川
本
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
七
（
七
一
九
）



立
命
館
経
済
学
（
第
二
十
六
巻
・
第
五
号
）

（
７
）

（
８
）

（
９
）

八
（
七
二
〇
）

　
ｑ
胃
８
０
轟
Ｕ
竃
誌
ｏ
序
穴
｝
げ
ｏ
旨
９
ｏ
戸
Ｈ
べ
・
　
こ
の
点
を
Ｈ
・
－
Ｕ
・
ヴ
ェ
ー
ラ
ー
は
「
自
由
な
杜
会
制
度
と
国
家
制
度
の
形
成
な

し
に
経
済
的
に
成
功
し
た
近
代
化
」
（
向
巨
．
一
Ｈ
・
。
）
と
も
言
っ
て
い
る
。
そ
の
さ
い
、
「
杜
会
関
係
と
政
治
の
近
代
化
は
ド
イ
ツ
杜
会
の
前

進
す
る
経
済
的
近
代
化
の
一
部
で
あ
る
と
の
理
解
が
、
ド
ィ
ッ
史
の
現
実
歴
史
的
た
経
過
の
批
判
的
な
評
価
の
基
礎
に
た
っ
て
い
る
」
と

し
な
が
ら
も
、
　
「
民
主
化
は
、
ほ
ぼ
自
動
的
な
、
一
定
の
『
遅
れ
』
を
も
っ
て
の
み
後
を
追
う
工
業
化
の
結
果
と
し
て
み
な
さ
れ
る
の
で

は
た
く
、
杜
会
的
諸
勢
力
に
よ
っ
て
闘
い
取
ら
れ
ね
ば
な
ら
な
い
」
（
向
巨
ニ
ミ
）
と
述
べ
て
、
経
済
決
定
論
を
排
し
、
上
部
構
造
の
相
対

的
独
自
性
を
強
調
し
て
い
る
。

　
向
竃
二
Ｈ
ト
Ｈ
ｍ
．
な
お
、
こ
こ
で
っ
ぎ
の
二
点
に
注
圧
し
て
お
き
た
い
と
思
う
。
第
一
は
、
Ｈ
・
－
Ｕ
・
ヴ
ェ
ー
ラ
ー
が
、
「
個
人
心
理

学
や
杜
会
心
理
学
か
ら
、
ま
た
同
時
代
の
発
展
途
上
国
の
歴
史
か
ら
も
、
個
人
や
集
団
の
歴
史
に
お
い
て
、
彩
成
す
る
最
初
の
時
代
が
文
字

ど
お
り
根
本
的
な
意
義
を
も
っ
こ
と
は
周
知
の
と
こ
ろ
で
あ
る
。
こ
の
局
面
に
お
い
て
し
ば
し
ぱ
、
後
の
発
展
に
対
す
る
転
て
っ
が
な
さ

れ
、
行
動
の
原
型
が
刻
み
込
ま
れ
、
杜
会
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
が
し
っ
か
り
と
係
留
さ
れ
る
。
こ
う
し
た
刻
印
を
、
国
民
の
よ
う
な
杜
会
的
大

集
団
も
、
と
く
に
革
命
の
時
期
ま
た
は
国
家
の
新
建
設
の
時
期
に
お
い
て
　
　
し
た
が
っ
て
一
八
七
一
年
の
ト
イ
ツ
帝
国
も
ま
た
　
　
経

験
す
る
」
（
塁
３
崖
）
と
述
べ
て
、
彩
成
過
程
と
形
成
期
の
も
っ
重
要
性
を
指
摘
し
て
い
る
点
で
あ
る
。
第
二
は
、
そ
の
さ
い
工
業
化
と

農
業
の
杜
会
的
、
経
済
的
な
あ
り
方
と
の
関
連
の
重
要
性
を
指
摘
し
て
、
「
紛
れ
も
な
く
、
普
遍
史
的
な
観
点
に
お
い
て
も
、
工
業
化
は
近

代
世
界
の
大
原
動
力
の
一
っ
で
あ
る
が
、
し
か
し
、
工
業
化
の
発
展
に
対
し
て
根
本
的
に
、
と
に
か
く
長
い
問
共
同
で
影
響
を
及
ぼ
し
た

と
こ
ろ
の
、
長
期
に
わ
た
っ
て
効
果
的
な
予
選
に
よ
る
決
定
が
、
農
業
杜
会
に
よ
っ
て
（
そ
し
て
そ
ｏ
た
か
で
）
行
な
わ
れ
た
か
っ
た
か
ど

う
か
、
が
問
題
で
あ
る
。
こ
の
見
解
は
、
つ
い
こ
の
問
、
一
般
的
に
は
バ
ー
リ
ソ
ト
ソ
・
ム
ー
ア
の
比
較
研
究
〔
霊
冒
巨
ｏ
ｑ
け
ｇ
峯
◎
ｏ
景

○
つ
◎
Ｎ
邑
¢
弓
易
肩
饒
■
０
ｑ
Ｏ
＜
◎
■
皇
庁
試
け
冒
■
目
｛
Ｕ
¢
昌
◎
庁
Ｓ
弐
Ｐ
Ｕ
－
¢
射
◎
－
¢
ｑ
胃
○
；
目
｛
げ
易
ま
¢
『
昌
■
｛
団
ゆ
暮
旨
げ
９
｛
胃
向
鼻
。
・
け
甲

巨
畠
｛
胃
昌
◎
宗
昌
彗
事
¢
戸
『
量
寿
旨
ユ
ｐ
昌
峯
～
昌
岩
虐
　
　
引
用
者
〕
に
お
い
て
鋭
く
主
張
さ
れ
、
帝
国
ド
イ
ツ
史
に
関
し

て
は
、
と
く
に
ハ
ソ
ス
・
ロ
ー
ゼ
．
ソ
ベ
ル
ク
〔
Ｐ
宛
易
９
ざ
魯
Ｐ
．
中
○
．
　
引
用
者
〕
に
よ
っ
て
鋭
く
主
張
さ
れ
て
い
る
」
（
向
巨
二

崖
－
畠
）
と
述
べ
て
い
る
点
で
あ
る
、

　
統
合
（
軍
晶
『
註
昌
）
と
い
う
概
念
は
、
分
解
と
再
統
合
と
い
う
概
念
と
関
連
し
て
お
り
、
こ
れ
ら
に
っ
い
て
、
Ｗ
・
フ
ィ
ッ
シ
ャ
ー
は

っ
ぎ
の
よ
う
に
説
明
し
て
い
る
。
「
分
解
と
再
統
合
（
Ｕ
易
と
己
穿
山
鼻
Ｏ
買
き
◎
目
）
と
い
う
概
念
は
、
統
合
し
、
確
立
し
た
杜
会
の
実
在

を
前
提
と
し
、
同
一
の
構
造
で
あ
れ
異
た
っ
た
構
造
で
あ
れ
、
こ
の
よ
う
な
杜
会
の
将
来
の
実
在
の
可
能
性
を
前
提
と
し
て
い
る
。
こ
の

●



（
１
０
）

（
ｕ
）

（
１
２
）

（
１
３
）

（
１
４
）

概
念
は
さ
ら
に
ま
た
、
さ
ま
ざ
ま
な
規
模
の
統
合
の
欠
如
の
局
面
を
内
包
し
て
い
る
。
新
し
い
価
値
表
象
と
新
し
い
構
造
要
素
が
、
新
し

い
杜
会
秩
序
を
基
礎
づ
け
る
た
め
に
き
わ
だ
っ
て
十
分
で
あ
る
よ
り
以
前
に
１
、
既
存
の
杜
会
秩
序
と
伝
来
の
行
動
の
基
準
が
、
そ
の
拘
束

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
デ
ス
・
イ
ソ
テ
グ
ラ
ツ
イ
オ
ソ

カ
を
失
な
う
。
…
…
そ
れ
ゆ
え
、
わ
れ
わ
れ
が
杜
会
的
分
　
　
　
解
の
規
模
を
測
定
し
ょ
う
と
す
る
な
ら
ぱ
、
以
前
に
実
在
し
た
統
合

の
程
度
を
知
ら
た
け
れ
ぼ
な
ら
ず
、
そ
の
う
え
将
来
に
お
い
て
可
能
な
統
合
の
度
合
に
つ
い
て
い
く
ら
か
知
っ
て
い
な
げ
れ
ぱ
な
ら
な
い

で
あ
ろ
う
。
こ
の
点
が
…
…
分
析
の
た
め
に
決
定
的
な
意
義
を
も
っ
て
い
る
」
と
（
ミ
◎
－
ぎ
昌
ヨ
乙
。
Ｏ
ぎ
■
Ｏ
．
Ｏ
Ｎ
邑
Ｏ
Ｃ
．
Ｏ
彗
…
お
彗
巨

○
彗
句
昌
茅
＄
巳
彗
ｑ
胃
Ｈ
ま
■
。
。
け
ま
一
邑
胃
…
囚
（
－
塞
・
。
）
一
９
一
｛
婁
二
奉
一
芸
Ｏ
ぎ
津
■
箏
｛
Ｏ
霧
¢
豪
Ｏ
訂
津
弐
Ｎ
Ｏ
ま
－
雪
｛
胃

Ｈ
邑
易
三
』
邑
實
彗
寧
○
げ
三
お
ｇ
Ｈ
睾
ド
８
ト
）
。

　
な
お
、
小
稿
で
は
、
三
月
前
期
と
し
て
、
一
八
一
五
～
一
八
四
八
年
を
指
す
こ
と
に
し
た
い
。
三
月
前
期
の
使
用
法
に
は
、
こ
の
外
に

一
八
四
０
２
一
八
四
八
年
と
す
る
も
の
も
あ
る
が
、
こ
こ
で
は
Ｃ
っ
冨
牡
；
｛
○
鶉
Ｏ
豪
Ｏ
ぎ
津
｛
昌
宗
巨
Ｏ
り
｝
竃
く
◎
旨
註
旨
Ｈ
Ｏ
。
旨
１
Ｈ
。
。
仁
○
。
一

〇
つ
一
９
雪
雰
奉
砦
Ｏ
＜
旨
弓
ぎ
Ｏ
ま
『
○
つ
〇
三
＆
９
０
言
零
…
一
毒
一
雰
ぎ
ぎ
ユ
穴
◎
。
つ
竺
９
斤
一
奉
◎
昼
彗
け
・
Ｎ
○
員
ミ
Ｏ
罵
Ｓ
昌
勺
迂
プ
９

睾
一
｝
＞
易
彗
自
彗
Ｐ
自
胃
り
易
帽
£
２
竃
＜
旨
ミ
胃
罵
Ｈ
Ｏ
ｏ
づ
Ｎ
ｇ
Ｃ
ｏ
巨
け
釘
胃
け
畠
竃
の
表
題
に
示
さ
れ
る
よ
う
に
、
現
在
の
西
ド
イ

ツ
の
歴
史
学
界
に
お
げ
る
有
力
な
使
用
法
に
従
う
こ
と
に
し
た
い
と
思
う
。

　
羊
．
１
弓
ミ
Ｑ
巨
撃
一
Ｕ
轟
ｏ
¢
巨
ｏ
ｏ
｝
¢
六
■
ｏ
ｏ
ｏ
旨
９
０
７
　
ｃ
Ｏ
ｏ
．

　
向
げ
（
－
二
｝
べ
．

　
－
巨
二
き
・
く
ｏ
ｑ
一
・
｝
Ｈ
』
ｏ
己
。
竃
字
お
一
申
串
Ｏ
二
ｃ
。
卜
邦
訳
、
五
一
ぺ
－
ジ
。

　
Ｐ
－
弓
考
¢
巨
胃
一
穴
身
彗
一
一
賢
ｑ
Ｐ
崖
．
な
お
、
こ
の
点
と
関
連
し
て
、
一
九
世
紀
後
半
か
ら
ワ
ィ
マ
ー
ル
共
和
政
成
立
に
至
る
ま
で

の
憲
法
理
論
と
政
治
構
造
の
相
関
性
を
、
議
会
主
義
と
君
主
主
義
、
官
僚
制
と
自
治
と
い
う
権
力
構
造
の
基
本
的
メ
ル
ク
マ
ー
ル
を
基
準

と
し
て
分
析
し
た
、
上
山
安
敏
『
憲
法
杜
会
史
』
目
本
評
論
杜
、
一
九
七
七
年
、
を
参
照
せ
よ
。

　
甲
射
易
ｇ
げ
實
ぴ
ｑ
一
～
．
～
．
○
二
Ｈ
杜
．
邦
訳
、
二
七
～
二
八
ぺ
ー
ジ
。
な
お
、
不
況
期
間
中
の
さ
ら
に
詳
細
な
景
気
の
推
移
や
ヨ
ー
ロ
ッ
パ

各
地
へ
の
影
響
、
不
況
か
ら
の
脱
出
に
つ
い
て
は
、
く
。
・
一
．
ミ
亭
ｏ
ぎ
ト
芋
ボ
　
声
ぴ
Ｑ
量
Ｈ
写
ぎ
■
；
｛
声
。
ｑ
轟
宍
◎
三
昌
斤
巨
■
里
畠

○
窃
Ｏ
巨
Ｏ
巨
¢
ｑ
胃
－
竃
干
旨
Ｏ
向
昌
警
；
鶉
。
。
至
募
Ｏ
訂
｛
け
睾
葦
監
冒
Ｏ
り
麸
。
。
Ｏ
岸
宇
昌
竃
葦
Ｏ
巨
け
撃
曽
～
昌
ぎ
お
自
．
団
０
『
豪
畠
３

Ｎ
ト
邑
一
８
甲
竃
閉
（
Ｗ
・
ア
ー
ヘ
ル
『
農
業
恐
慌
と
景
気
循
環
　
　
中
世
中
期
以
来
の
中
欧
農
業
及
ぴ
人
口
扶
養
経
済
の
歴
史
　
　
』

寺
尾
誠
訳
、
未
来
杜
、
一
九
七
二
年
、
二
六
一
２
二
八
一
べ
－
ジ
。
以
下
必
ず
し
も
邦
訳
に
従
っ
て
い
な
い
）
。

三
月
前
期
の
プ
ロ
イ
セ
ソ
に
お
げ
る
「
杜
会
問
題
」
い

（
川
本
）

九
（
七
二
一
）



立
命
館
経
済
学
（
第
二
十
六
巻
・
第
五
号
）

（
１
５
）

（
１
６
）

（
１
７
）

（
１
８
）

（
１
９
）

（
２
０
）

（
２
１
）

（
２
２
）

（
２
３
）

（
２
４
）

一
〇
（
七
二
二
）

　
甲
射
易
彗
げ
胃
讐
～
・
～
・
○
二
Ｈ
仁
．
邦
訳
、
二
七
ぺ
ー
ジ
。

　
向
巨
二
旨
－
竃
・
邦
訳
、
三
七
べ
ー
ジ
。

　
向
巨
・
一
〇
◎
Ｏ
。
一
睾
－
岬
Ｏ
◎
・
邦
訳
、
五
〇
、
七
八
～
七
九
べ
ー
ジ
。
く
県
甲
－
弓
オ
¢
巨
胃
一
〇
轟
Ｕ
¢
■
誌
Ｏ
ぎ
穴
～
床
¢
冒
但
Ｏ
芦
曽
－
Ｓ
・

　
甲
肉
易
ｇ
ざ
曇
甲
四
．
○
ニ
ト
。
ｏ
．
邦
訳
、
四
〇
、
四
一
ぺ
ー
ジ
。
た
お
、
ピ
ス
マ
ル
ク
の
帝
国
建
設
は
、
農
場
貴
族
内
部
に
お
げ
る
精

神
的
か
っ
内
面
的
な
同
化
に
成
功
し
た
の
み
で
な
く
、
さ
ら
に
「
産
業
界
の
大
立
物
や
爵
位
を
も
っ
都
市
貴
族
の
問
に
も
、
注
目
す
べ
き

『
道
徳
的
征
服
』
を
成
し
遂
げ
る
こ
と
に
成
功
し
た
」
の
で
あ
る
（
向
巨
二
塞
－
ミ
．
邦
訳
、
四
一
ぺ
ー
ジ
）
。

　
向
巨
二
Ｎ
０
◎
・
邦
訳
、
四
一
～
四
ニ
ベ
ー
ジ
。

　
向
巨
ニ
ミ
・
邦
訳
、
三
〇
ぺ
ー
ジ
。

　
豊
｝
べ
・
邦
訳
、
二
〇
べ
ー
シ
。
な
お
、
第
二
帝
制
期
ド
イ
ツ
に
お
い
て
は
、
政
策
決
定
の
指
導
権
が
議
会
に
で
は
な
く
政
府
に
あ

り
、
行
政
エ
リ
ー
ト
〔
行
政
官
僚
・
外
交
官
・
軍
事
将
校
団
〕
が
議
会
エ
リ
ー
ト
に
対
し
て
杜
会
的
優
位
に
立
っ
て
い
た
点
に
つ
い
て
は
、

上
山
安
敏
『
ウ
ェ
ー
バ
ー
と
そ
の
杜
会
』
ミ
ネ
ル
ヴ
ァ
書
房
、
一
九
七
八
年
、
二
一
七
－
一
四
九
べ
ー
ジ
を
参
照
せ
よ
。

　
向
茎
二
農
・
邦
訳
、
三
九
べ
－
ジ
。

　
甲
－
弓
オ
¢
巨
９
０
轟
Ｕ
彗
誌
ｏ
ぎ
穴
～
宥
冒
９
ｏ
戸
い
・
。
・
そ
の
主
な
も
の
は
、
　
一
八
二
一
年
に
Ｐ
・
Ｃ
・
Ｗ
・
ボ
イ
ト
（
巾
卑
胃

○
耳
奉
｛
彗
尋
亭
９
昌
雰
９
プ
）
に
よ
り
設
立
さ
れ
た
ベ
ル
リ
ソ
エ
業
学
校
（
ま
。
◎
雰
ま
屋
Ｈ
○
¢
ミ
實
訂
ぎ
。
◎
葦
巨
）
、
一
八
二
五
、
　
一
八
二

七
、
一
八
三
二
年
に
フ
ラ
ソ
ス
を
模
範
と
し
て
カ
ー
ル
ス
ル
ー
工
、
ミ
ュ
ソ
ヘ
ソ
、
シ
ュ
ト
ッ
ト
ガ
ル
ト
に
設
立
さ
れ
た
高
等
工
業
学
校

（
勺
◎
気
９
巨
ぎ
ぎ
Ｃ
Ｏ
Ｏ
巨
－
¢
）
、
一
八
二
八
年
の
ド
レ
ス
デ
ソ
技
術
学
校
（
畠
０
討
Ｏ
巨
ぎ
訂
里
巨
暮
。
ｑ
。
。
｝
易
邑
二
目
９
易
｛
彗
）
で
あ
る
。

な
お
、
Ｐ
・
Ｃ
・
Ｗ
・
ポ
ィ
ト
と
ベ
ル
リ
ソ
エ
業
学
校
に
つ
い
て
は
、
く
。
・
一
．
ｏ
◎
冒
邑
冒
～
蒜
９
易
。
。
一
勺
屋
易
。
・
¢
易
○
ｏ
秦
き
¢
饒
邑
ｏ
Ｈ
；
閑

■
己
亭
８
？
易
。
・
彗
く
叫
旨
實
｛
胃
０
ｑ
易
邑
－
二
昌
射
註
冒
９
ｑ
撃
０
９
０
巨
Ｏ
軍
Ｏ
｛
易
く
Ｏ
『
９
易
Ｎ
員
雰
饒
＆
¢
昌
轟
ま
。
・
Ｏ
Ｏ
考
Ｏ
ま
－

｛
９
ｏ
◎
乙
ｏ
¢
ｏ
０
Ｈ
ｏ
◎
Ｎ
Ｈ
ｌ
Ｈ
０
Ｈ
ド
団
ｏ
Ｈ
－
箏
－
０
Ｎ
一
ｃ
◎
り
．
奉
．
Ｏ
．
自
ｏ
目
ｑ
¢
Ｈ
ｏ
ｏ
◎
Ｐ
弓
｝
ｏ
Ｃ
ｏ
け
９
¢
～
箏
｛
一
｝
ｏ
Ｈ
■
｛
■
ｏ
ｏ
９
迂
－
内
¢
く
◎
－
■
ま
ｏ
■
－
目
勺
Ｈ
■
ｏ
ｏ
ｏ
ｏ
ぎ
Ｈ
ベ
ト
ｏ

－
Ｈ
Ｏ
。
べ
９
巨
き
｛
◎
◎
二
鵠
・
。
一
Ｈ
◎
べ
－
Ｈ
Ｏ
・
。
．
新
技
術
に
照
応
し
た
熟
練
労
働
力
を
養
成
す
る
た
め
の
一
九
世
紀
初
頭
の
プ
ロ
ィ
セ
ソ
に
お
げ

る
学
制
改
革
に
つ
い
て
は
、
く
胴
－
・
昌
ユ
｝
雰
一
胃
霞
箒
Ｈ
一
９
ｏ
雰
－
庁
ｑ
霧
ｏ
ｏ
冨
ｇ
霧
－
箏
ｏ
睾
句
昌
臣
＄
巳
彗
ｏ
寓
Ｈ
己
目
乙
。
け
ユ
註
－

９
ｏ
昌
轟
一
冒
ｏ
冒
彗
籟
〆
９
¢
Ｈ
己
易
ま
¢
饒
＆
胃
旨
四
ぎ
ｑ
胃
ｏ
易
け
彗
曽
以
鼻
ｏ
｛
塁
畠
．
－
註
｝
■
己
實
亘
畠
山
べ
．

　
三
月
前
期
の
プ
ロ
イ
セ
ソ
国
家
、
と
く
に
官
僚
と
工
業
化
と
の
関
係
に
つ
い
て
は
、
Ｊ
・
コ
ッ
カ
の
興
味
深
く
優
れ
た
論
文
、
冒
お
９



穴
◎
Ｏ
頁
零
豊
穿
｝
胃
Ｏ
。
＄
９
自
己
く
◎
宗
；
邑
胃
昌
ぴ
・
ぎ
く
Ｏ
『
昌
腎
『
峯
胃
多
豪
Ｏ
干
－
竃
一
目
奉
ぎ
ぎ
Ｈ
卑
胃
肩
９
９
一
昌
雪
…
Ｏ

ミ
¢
？
◎
豪
豪
二
Ｐ
・
つ
邑
～
一
。
・
馨
巨
葦
Ｏ
豪
旦
９
｝
霧
け
。
・
Ｏ
重
津
肇
憲
易
肉
秦
ま
・
お
彗
昌
ぎ
．
Ｏ
・
ぎ
募
訂
讐
目
凄
．
く
昌

由
彗
。
・
－
昌
ユ
｝
奉
¢
巨
ｇ
ｏ
〇
一
旨
お
彗
Ｈ
害
卜
胃
Ｈ
山
ミ
が
あ
る
。

　
　
こ
の
論
文
で
Ｊ
・
コ
ヅ
カ
は
、
工
業
化
と
国
家
の
役
割
り
に
っ
い
て
対
立
す
る
見
解
　
　
一
方
で
ド
ィ
ソ
歴
史
学
と
西
ド
ィ
ソ
歴
史
学

の
多
数
意
見
で
あ
る
国
家
が
工
業
化
を
促
進
し
た
と
す
る
見
解
－
（
そ
の
主
な
も
の
と
し
て
、
｝
．
く
．
箏
¢
豪
Ｏ
寿
９
Ｕ
彗
誌
Ｏ
訂
○
轟
Ｏ
巨
－

○
巨
Ｏ
ぎ
Ｈ
Ｏ
．
盲
～
ぎ
己
９
一
幕
冨
好
Ｈ
・
。
・
。
い
＼
章
げ
撃
弓
．
Ｈ
一
弓
．
ド
仁
翼
｛
．
一
↓
．
ト
・
。
９
申
二
邊
Ｈ
申
・
一
弓
・
切
一
お
。
。
申
．
一
勺
．
０
．
Ｏ
享
き
Ｏ
ポ

Ｕ
ｏ
■
誌
ｏ
プ
０
０
ｏ
ｏ
ｏ
ｏ
プ
｛
ｏ
プ
一
¢
－
ヨ
Ｈ
り
．
　
］
■
｝
プ
Ｈ
・
ブ
目
目
ｑ
＠
『
戸
　
Ｈ
－
｝
ｈ
¢
｛
げ
目
『
ｏ
ｑ
Ｈ
り
蜆
ｏ
－
Ｎ
０
◎
Ｃ
ｏ
－
ト
ベ
的
一
Ｈ
Ｈ
Ｈ
．
Ｈ
０
蜆
ト
　
Ｎ
ｃ
ｏ
ｏ
Ｉ
｛
蜆
ｃ
〇
一
ミ
．
Ｏ
◎
づ
Ｎ
ｇ
　
Ｏ
～
ｏ
ｏ
Ｃ
つ
Ｏ
”
目
－

昌
お
己
。
｛
竃
く
昌
・
つ
募
け
昌
｛
Ｏ
馨
豪
Ｏ
ぎ
｛
二
昌
く
Ｏ
旨
腎
・
一
ぎ
｝
婁
．
目
嘉
．
一
・
。
け
邑
昌
｝
○
馨
豪
Ｏ
ぎ
｛
二
昌
宇
募
Ｏ
｝
彗

く
Ｏ
…
腎
Ｎ
Ｈ
Ｃ
．
Ｈ
甲
Ｈ
・
。
参
畠
べ
』
０
０
一
句
．
宴
縁
¢
二
Ｕ
具
。
・
Ｏ
ぎ
Ｏ
つ
◎
Ｎ
邑
と
己
ヨ
募
Ｏ
ぎ
｛
爵
Ｏ
。
。
Ｏ
巨
Ｏ
軍
Ｐ
思
『
巨
畠
婁
ト
Ｏ
睾
一
ミ
．

箏
雪
９
ぎ
甲
○
Ｏ
事
胃
身
自
彗
争
昌
プ
ｑ
胃
Ｕ
讐
蓉
プ
彗
Ｏ
¢
。
・
Ｏ
巨
Ｏ
軍
９
・
。
一
〇
。
巨
冨
胃
け
－
彗
９
竃
．
葦
ぎ
戸
ベ
ト
ぎ
一
幸
．

｝
巨
ブ
胃
一
〇
◎
き
；
毒
巨
ぎ
一
三
ｑ
彗
Ｏ
Ｈ
己
房
巨
竺
Ｎ
｝
ま
箏
ぎ
○
Ｏ
§
彗
Ｋ
（
Ｈ
・
。
Ｈ
甲
べ
○
）
一
ぎ
オ
．
≠
射
邑
婁
曽
易
。
・
．
一
弓
訂

向
８
昌
ま
８
ｏ
｛
冒
ぎ
－
◎
申
，
ａ
乙
ｏ
目
。
。
茎
目
＆
○
昌
ま
ぎ
オ
．
く
．
お
ｏ
９
。
。
。
。
－
違
一
｛
胃
。
つ
二
Ｕ
竃
く
９
．
豪
巨
床
く
旨
○
つ
訂
９
旨
｛
奉
｛
Ｈ
亭

○
罫
｛
二
目
宗
募
Ｏ
妻
己
～
目
団
品
一
昌
Ｏ
胃
Ｈ
己
易
巨
｝
豪
一
〇
；
お
（
畠
ｅ
二
Ｐ
亭
易
．
一
峯
ま
Ｏ
ぎ
津
昌
ｑ
０
２
¢
豪
Ｏ
罫
津
ぎ

Ｎ
ｏ
－
邑
け
胃
ｏ
賢
Ｈ
己
易
け
ユ
ｐ
豪
げ
昌
お
一
〇
げ
ま
亮
雪
Ｈ
ｏ
鼻
８
－
虐
一
戸
甲
）
に
対
し
、
他
方
で
東
ド
イ
ツ
の
マ
ル
ク
ス
・
レ
ー
ニ
ソ
主

義
歴
史
家
に
よ
る
、
国
家
は
工
業
化
を
阻
止
し
た
と
の
見
解
　
　
が
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
た
後
、
両
者
の
欠
点
を
つ
ぎ
の
よ
う
に
批
判
す

る
。　

　
ま
ず
、
前
者
に
つ
い
て
は
、
特
定
の
階
級
の
利
益
か
ら
独
立
し
て
、
一
般
的
な
福
祉
を
志
向
す
る
と
の
立
場
か
ら
作
成
さ
れ
た
官
僚
資

料
に
一
面
的
に
依
拠
し
、
杜
会
集
団
の
要
求
に
対
す
る
反
作
用
や
対
立
す
る
利
害
状
況
を
み
な
か
っ
た
た
め
、
最
近
の
研
究
で
明
ら
か
に

さ
れ
た
貨
幣
信
用
政
策
に
お
げ
る
国
家
の
工
業
化
へ
の
阻
止
的
作
用
（
声
穴
亭
豪
Ｏ
訂
〆
ヨ
Ｏ
要
↓
。
。
９
く
胃
Ｏ
己
昌
轟
き
昌
違
．
罧
Ｐ
－

Ｈ
。
。
偉
彗
｛
巳
¢
ｃ
ｏ
ぎ
き
旨
ぎ
ヨ
量
員
と
己
琴
＆
岸
毒
。
・
ｇ
軍
竃
寄
易
ぎ
｛
雪
三
胃
Ｎ
一
。
・
實
守
～
彗
ｏ
匪
一
〇
．
Ｈ
争
｝
自
己
ｏ
註

（
Ｈ
・
。
き
－
冨
ミ
）
一
旨
考
畠
竃
＼
Ｈ
く
一
害
－
轟
一
Ｐ
里
Ｏ
；
Ｏ
ぎ
－
昌
．
斤
胃
昌
Ｏ
雰
具
。
・
８
邑
Ｏ
く
冒
Ｈ
・
。
仁
・
。
一
箏
宗
Ｈ
写
雪
雰
｝
９
向
宥
干

げ
註
お
窃
Ｏ
巨
Ｏ
ま
９
思
ま
箏
宕
貫
・
。
Ｐ
婁
甲
弓
自
さ
句
一
墨
昌
邑
Ｈ
易
葦
皇
◎
易
～
自
｛
Ｈ
己
易
巨
註
Ｎ
き
旨
｝
け
ぎ
雲
ぎ
９
彗
Ｏ

Ｈ
・
。
Ｈ
甲
Ｈ
・
。
ぎ
一
峯
邑
ぎ
目
Ｈ
塞
〇
一
げ
睾
Ｈ
蜆
二
・
。
・
。
一
戸
｝
・
）
や
国
家
規
制
に
よ
る
株
式
会
杜
の
設
立
の
困
難
（
甲
旨
ｏ
箒
ぎ
ぎ
８
く
ｏ
ま
巨

三
月
前
期
の
プ
ロ
イ
セ

ソ
に
お
げ
る
「
杜
会
問
題
」
Ｈ
（
川
本
）

（
七
二
三
）



立
命
館
経
済
学
（
第
二
十
六
巻
・
第
五
号
）

二
（
七
二
四
）

　
　
昌
｛
豊
９
目
好
昌
｝
彗
冥
肩
◎
げ
庁
昌
彗
ｑ
胃
｛
邑
易
巨
ｇ
ｏ
目
向
署
９
ｇ
｛
冒
巨
Ｕ
窒
誌
ｏ
巨
～
邑
一
ぎ
宇
易
．
戸
ぎ
　
ｃ
ｏ
ｇ
ｑ
｛
竃
Ｎ
膏

　
　
○
窃
Ｏ
巨
Ｏ
軍
¢
｝
９
｛
己
豪
９
｛
９
彗
寄
く
◎
一
巨
Ｓ
ぎ
宗
目
ａ
Ｏ
巨
彗
♀
団
胃
；
宕
婁
・
。
－
戸
・
。
岸
〔
モ
テ
ッ
ク
『
ド
イ
ツ
産
業
革
命
』
大

　
　
島
隆
雄
訳
、
未
来
杜
、
一
九
六
六
年
、
三
九
、
四
四
ぺ
－
ジ
〕
一
勺
．
Ｏ
．
竃
實
饒
戸
９
ｏ
望
葬
¢
｝
暮
閑
｛
霧
肩
ｏ
ら
ポ
｝
彗
ト
軍
一
９
ｏ
ｑ
？

　
　
置
Ｎ
易
く
昌
冨
童
く
ｏ
。
奉
ｏ
・
岬
〇
一
宕
婁
お
甲
蜆
亀
）
や
他
の
領
邦
に
比
し
て
鉄
道
建
設
へ
の
国
家
の
援
助
が
少
な
か
っ
た
こ
と
（
穴
・

　
　
雰
昌
巨
き
乙
つ
訂
募
＜
胃
耳
～
９
プ
昌
｛
腎
竃
巨
Ｏ
ざ
Ｈ
量
¢
。
。
葦
－
Ｓ
彗
｝
Ｕ
竃
蓉
巨
彗
｛
Ｈ
轟
Ｏ
－
Ｈ
・
。
葦
Ｕ
家
．
象
ま
目
。
・
彗
畠
箪

　
　
畠
ｏ
箏
戸
苧
）
等
の
事
実
を
看
過
し
て
い
る
と
批
判
す
る
。

　
　
　
っ
ぎ
に
、
後
者
に
対
し
て
は
、
唯
物
史
観
に
基
っ
い
て
国
家
を
経
済
的
に
支
配
す
る
階
級
の
政
治
的
権
力
機
構
ま
た
は
経
済
の
集
中
的

　
　
表
現
と
し
て
捉
え
、
三
月
前
期
の
プ
ロ
ィ
セ
ソ
国
家
を
ユ
ソ
ヵ
－
層
に
転
化
し
た
封
建
貴
族
の
支
配
の
道
具
、
上
昇
す
る
ブ
ル
ジ
ョ
ァ
層

　
　
に
対
す
る
反
動
的
防
衛
闘
争
の
遂
行
と
し
て
理
解
し
、
構
造
的
に
揚
定
さ
れ
た
利
害
状
況
か
ら
の
み
説
明
し
て
、
官
僚
の
具
体
的
た
意
志

　
　
決
定
過
程
や
動
機
分
析
を
欠
如
し
て
い
る
た
め
、
理
論
的
枠
組
み
と
「
上
か
ら
の
革
命
」
を
前
進
的
で
あ
る
と
す
る
評
価
　
　
農
民
解
放

　
　
や
営
業
の
自
由
、
一
八
○
八
年
の
都
市
条
令
、
一
八
一
八
年
の
内
国
関
税
徹
発
、
一
八
三
四
年
の
ド
イ
ツ
関
税
同
盟
、
ポ
イ
ト
の
工
業
促

　
　
進
政
策
、
教
育
制
度
改
革
や
鉄
道
建
設
の
促
進
等
ー
と
が
納
得
的
に
斎
合
し
て
い
な
い
と
批
判
す
る
。

　
　
　
た
お
、
そ
の
さ
い
、
Ｊ
・
コ
ッ
カ
は
、
考
察
の
出
発
点
と
し
て
、
論
文
の
冒
頭
で
、
以
上
の
二
っ
の
見
解
と
は
異
っ
た
Ｒ
・
コ
ゼ
レ
ク

　
　
の
主
張
、
す
な
わ
ち
プ
ロ
セ
ィ
ソ
官
僚
制
は
一
八
三
〇
年
代
ま
で
は
前
進
的
た
り
え
た
が
、
や
が
て
上
か
ら
の
成
功
し
た
官
僚
指
導
改
革

　
　
の
成
果
が
ユ
ソ
カ
ー
層
の
強
化
や
市
民
的
、
自
由
主
義
的
、
民
主
的
な
反
対
と
し
て
現
象
し
、
加
え
て
四
〇
年
代
に
は
権
力
国
家
的
に
は

　
　
も
は
や
解
決
で
き
な
い
「
杜
会
問
題
」
が
生
じ
、
そ
の
結
果
官
僚
制
が
ダ
ィ
ナ
ミ
ズ
ム
を
喪
失
し
た
た
め
、
革
命
は
不
完
全
た
結
果
に
終

　
　
り
、
　
「
行
政
国
家
は
自
己
の
創
造
物
に
圧
倒
さ
れ
た
」
と
す
る
見
解
（
宛
．
穴
８
竺
９
ぎ
？
Ｏ
昌
竃
Ｎ
奉
〆
Ｏ
｝
彗
霊
｛
冒
昌
昌
｛
雰
＜
◎
－

　
　
巨
ぎ
ｐ
≧
厨
¢
昌
９
箏
易
～
箏
亭
８
昇
く
胃
竃
巨
お
昌
｛
。
。
富
邑
¢
団
署
晶
昌
。
ｑ
＜
冒
Ｈ
轟
Ｈ
－
Ｈ
・
。
章
ｃ
ｏ
け
巨
拭
胃
↑
畠
貫
蜆
・
。
べ
一
ま
鼻
一

　
　
Ｃ
〇
一
～
四
け
　
■
箏
｛
　
Ｏ
¢
ｏ
ｏ
０
－
己
ｏ
ｏ
｝
～
津
　
－
目
　
勺
『
０
■
ゆ
ｏ
目
　
Ｈ
Ｏ
ｏ
］
１
ｏ
◎
Ｉ
Ｈ
Ｏ
ｏ
｛
Ｏ
ｏ
、
　
－
箏
．
　
奉
．
Ｏ
◎
目
Ｎ
Ｏ
　
｝
Ｈ
乙
ｏ
ｏ
ｑ
．
．
　
Ｃ
０
け
Ｐ
｝
け
　
■
目
ｑ
　
Ｏ
Ｏ
ｏ
ｏ
０
－
ｏ
ｏ
ｏ
｝
｝
｛
け
　
－
昌
　
｛
ｏ
■
け
ｏ
ｏ
ｏ
｝
¢
■

　
　
く
◎
Ｈ
昌
叫
冨
Ｈ
Ｃ
。
岩
げ
げ
Ｈ
。
。
仁
Ｏ
◎
一
畠
－
Ｈ
Ｓ
）
を
紹
介
し
て
い
る
。

（
２
５
）
　
甲
－
弓
事
ｏ
巨
９
Ｕ
雷
Ｕ
９
誌
ｏ
ぎ
穴
凹
〆
¢
冒
９
ｏ
戸
塞
．

（
２
６
）
向
茎
・
一
違
・
た
お
、
こ
こ
で
、
Ｈ
・
－
Ｕ
・
ヴ
ェ
ー
ラ
ー
は
、
産
業
革
命
の
突
破
に
さ
い
し
、
近
代
的
な
科
学
技
術
と
工
場
生
産
の
普

　
　
及
を
可
能
に
し
た
杜
会
構
造
と
杜
会
的
な
行
動
規
範
の
彩
成
が
重
要
で
あ
る
と
し
て
、
世
紀
の
中
葉
に
人
問
の
機
械
に
よ
る
代
替
の
テ
ソ



　
　
ポ
が
上
昇
す
る
こ
と
を
可
能
に
し
た
杜
会
的
諸
事
情
に
注
目
し
て
小
る
（
向
巨
二
違
．
畠
）
。

（
２
７
）
　
向
一
Ｕ
Ｐ
一
Ｎ
ｇ
　
Ｎ
り
・

（
２
８
）
　
向
げ
Ｐ
一
Ｎ
ト

一
２
・
一
こ
の
点
は
二
・
ラ
ィ
ソ
ー
プ
ロ
ィ
セ
ソ
の
産
業
資
本
が
「
下
か
ら
一
形
成
さ
れ
て
き
た
こ
と
、
お
よ
び
、
二
、
そ
れ
が
ど
の
よ
う

　
　
に
し
て
東
一
ル
ベ
の
半
封
建
要
土
地
所
奮
立
脚
す
る
一
ソ
マ
を
階
級
基
盤
と
す
る
プ
ロ
セ
ィ
ソ
の
支
配
構
造
に
編
み
込
ま
れ
て
い

　
　
っ
た
の
か
・
の
究
明
を
試
み
た
拙
著
一
ド
ィ
ツ
産
業
資
本
盛
止
史
論
一
未
来
杜
、
一
九
七
一
年
、
の
第
二
の
論
点
と
密
接
に
関
連
し
て
い

　
　
る
∴
ま
・
考
察
の
対
象
を
産
業
資
本
か
ら
工
場
労
働
者
と
中
間
層
問
題
お
よ
び
そ
れ
一
の
政
策
的
対
応
一
と
移
す
に
当
り
、
考
察
方
法

　
　
と
し
て
・
最
近
の
西
ド
ィ
ッ
の
杜
会
史
の
問
題
意
識
と
成
果
を
で
き
る
だ
げ
吸
収
す
る
よ
う
募
め
る
と
と
乏
、
そ
こ
で
使
用
さ
れ
て

　
　
い
る
概
念
や
術
語
を
で
き
る
だ
げ
積
極
的
に
使
用
し
て
い
き
た
い
と
思
う
。
も
と
よ
り
、
杜
会
史
と
特
で
あ
る
か
、
と
い
う
根
底
的
な

　
　
問
題
に
つ
い
て
隻
種
々
の
見
解
が
分
れ
て
い
る
現
状
一
甲
射
書
げ
曇
葦
。
－
く
。
、
考
。
、
け
一
。
。
。
、
一
叶
。
、
、
邦
訳
、
「
日
本
涌
一

　
　
の
著
者
の
序
言
一
九
ぺ
ー
ジ
を
参
照
せ
よ
一
と
、
な
に
よ
り
茎
者
の
能
力
の
限
界
か
ら
、
さ
ま
ざ
ま
な
不
備
や
間
題
が
生
じ
る
で
あ
ろ

　
　
う
こ
と
を
十
分
に
予
測
し
っ
っ
、
新
た
な
問
題
領
域
に
立
ち
向
か
い
た
い
と
思
う
。

１
　
三
月
前
期
に
お
け
る

「
杜
会
問
題
」

〕

　
１
　
「
杜
会
問
題
」
の
性
格

　
〔
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
１
）

Ｗ
．
フ
ィ
ッ
シ
ャ
ー
は
工
業
化
に
随
伴
す
る
「
婁
問
題
一
を
時
期
的
に
三
っ
に
分
類
す
る
。
第
一
は
、
ほ
ぼ
一
九
世
紀
の
中
葉

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
２
）

に
終
り
・
と
り
わ
げ
一
八
三
〇
～
一
八
四
〇
年
代
に
西
ヨ
ー
ロ
ツ
バ
諸
国
に
お
い
て
頂
点
に
達
し
た
、
「
大
衆
貧
窮
一
勺
、
ご
づ
。
、
一
－
。
。
自
。
。
一
一

と
し
て
問
題
に
な
っ
た
初
期
局
面
。
第
二
は
、
一
八
五
〇
年
代
お
よ
び
一
八
六
〇
年
代
初
め
か
ら
第
一
次
大
戦
ま
で
で
あ
つ
て
、
も

っ
ぱ
ら
「
労
働
者
問
題
一
・
差
は
し
ば
し
ぱ
一
般
的
に
「
杜
会
間
題
一
が
問
題
差
つ
た
局
面
。
第
三
は
、
一
九
二
九
年
の
世
界

　
　
　
　
三
月
前
期
の
プ
ロ
イ
セ
ン
に
お
げ
る
「
杜
会
問
題
」
い
（
川
本
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
二
（
七
二
五
）



　
　
　
　
立
命
館
経
済
学
（
第
二
十
六
巻
．
第
五
号
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
四
（
七
二
六
）

恐
慌
を
頂
点
に
全
杜
会
秩
序
が
問
題
と
た
っ
た
点
に
特
徴
を
も
ち
、
今
日
ま
で
継
続
し
て
い
る
局
面
・

　
と
こ
ろ
で
、
当
面
の
考
察
の
対
象
で
あ
る
初
期
局
面
の
「
杜
会
問
題
」
は
全
ヨ
ー
艀
ツ
パ
的
規
模
に
お
い
て
発
生
し
汽
～
し
た
が

つ
て
、
国
に
よ
り
ま
た
は
地
方
に
よ
つ
て
歴
史
的
な
状
況
を
異
に
し
て
い
た
の
に
照
応
し
て
、
こ
の
問
題
の
性
格
も
ま
た
相
違
し
て

い
た
。
そ
こ
で
ま
ず
、
プ
ロ
ィ
セ
ソ
に
お
け
る
「
杜
会
間
題
」
は
全
ヨ
ー
ロ
ッ
バ
的
背
景
の
な
か
で
い
か
な
る
性
格
を
も
っ
て
い
た

の
か
、
と
い
う
間
題
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
か
ら
考
察
を
始
め
る
こ
と
に
し
よ
う
。

　
Ｗ
．
コ
ソ
ツ
エ
は
「
大
衆
貧
窮
」
の
原
因
に
っ
い
て
っ
ぎ
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。
　
「
こ
の
大
衆
貧
窮
は
・
ド
ィ
ツ
に
お
い
て
は

低
賃
金
を
伴
っ
た
若
い
工
業
の
結
果
で
は
な
く
、
逆
に
増
大
す
る
過
剰
人
口
に
直
面
し
て
工
業
の
採
用
能
力
が
余
り
に
も
小
さ
か
っ

　
　
　
　
　
　
（
４
）

た
結
果
で
あ
っ
た
一
と
。
こ
の
見
解
は
今
目
の
西
ド
ィ
ツ
歴
史
学
界
の
共
通
財
産
に
な
一
て
い
る
よ
乏
思
わ
れ
電
と
こ
ろ
で
・

Ｅ
．
バ
ン
コ
ー
ヶ
が
指
摘
す
る
よ
う
に
、
こ
の
見
解
は
「
資
本
と
労
働
と
い
う
工
業
杜
会
の
敵
対
の
闘
争
モ
デ
ル
が
大
衆
貧
窮
の
評

価
の
根
拠
に
差
た
用
い
ら
れ
て
い
る
ご
レ
タ
リ
ァ
的
歴
史
像
一
・
ニ
ソ
ゲ
ル
ス
、
・
・
ク
チ
ソ
ス
エ
の
批
笹
と
し
て
禁

さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
そ
の
源
泉
は
、
一
八
四
五
年
に
Ｆ
・
エ
ン
ゲ
ル
ス
が
発
表
し
た
『
イ
ギ
リ
ス
に
お
げ
る
労
働
者
階
級
の
状
齢
』

に
対
し
て
、
一
八
四
八
年
に
・
・
ヒ
ル
デ
ブ
ラ
ソ
ー
が
一
現
在
と
将
来
の
経
済
餐
の
な
か
で
行
な
一
た
批
浮
ま
で
遡
る
こ
と
が

で
き
る
の
で
、
以
下
こ
の
点
を
振
り
返
っ
て
み
る
こ
と
に
し
ょ
う
。

　
批
判
の
要
点
は
四
っ
に
纏
め
る
こ
と
が
で
き
ょ
う
。
Ｃ
Ｄ
Ｆ
・
エ
ン
ゲ
ル
ス
の
描
写
は
イ
ギ
リ
ス
の
工
業
と
労
働
者
の
暗
黒
面
の
み

を
画
い
て
お
り
、
し
た
が
つ
て
個
・
の
事
実
は
正
し
い
が
、
そ
れ
ら
を
結
び
合
わ
せ
た
全
体
は
誤
一
て
い
菊
塁
去
の
イ
ギ
リ
ス

や
、
工
業
の
発
展
の
遅
れ
た
ド
ィ
ツ
の
よ
う
な
国
・
の
物
質
的
福
祉
状
態
を
高
く
評
価
し
て
い
る
の
は
誤
一
て
い
珊
二
一
こ
で
は
統

計
数
字
を
利
用
し
て
詳
細
な
実
証
的
な
作
業
を
婁
重
ね
な
が
ら
、
工
場
の
存
在
し
な
い
ア
ィ
ル
ラ
ソ
ド
や
ブ
ロ
ィ
セ
ン
州
の
農
民



の
貧
窮
状
態
や
、
オ
ー
バ
ー
ヘ
ッ
セ
ソ
、
と
く
に
マ
ー
ル
ブ
ル
ク
郡
の
手
工
業
者
の
窮
乏
と
そ
れ
が
物
価
の
騰
貴
し
た
一
八
四
六
～

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
１
２
）

一
八
四
七
年
の
冬
に
頂
点
に
達
し
た
こ
と
、
お
よ
び
賃
金
や
穀
物
と
肉
の
価
格
の
変
動
を
検
討
し
て
、
現
在
の
イ
ギ
リ
ス
の
労
働
者

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
１
３
）

の
状
態
は
過
去
の
そ
れ
よ
り
も
良
好
で
あ
り
、
か
つ
「
ド
イ
ツ
の
労
働
者
よ
り
も
ま
さ
に
倍
の
必
要
を
充
足
」
し
得
る
状
況
に
あ
る

　
（
１
４
）

こ
と
、
の
論
証
を
試
み
て
い
る
。
ゆ
物
質
的
窮
乏
と
と
も
に
風
紀
の
退
廃
を
近
代
工
業
の
恐
る
べ
き
二
っ
の
作
用
と
す
る
の
は
誤
っ

て
い
る
。
こ
こ
で
も
、
統
計
数
字
を
駆
使
し
て
、
犯
罪
の
増
大
は
警
察
が
改
善
さ
れ
た
結
果
で
あ
り
、
そ
の
増
加
率
は
人
口
の
そ
れ

に
比
し
て
低
い
点
、
工
場
労
働
者
の
大
部
分
は
流
入
し
た
ア
イ
ル
ラ
ソ
ド
人
で
あ
り
、
か
れ
ら
の
風
紀
は
イ
ギ
リ
ス
に
お
い
て
向
上

し
て
い
る
こ
と
、
婦
人
、
児
童
労
働
に
つ
い
て
の
数
字
が
官
庁
統
計
よ
り
も
高
く
な
っ
て
お
り
、
児
童
労
働
を
制
限
す
る
た
め
の
議

会
の
努
力
や
、
一
八
三
五
年
以
降
労
働
者
総
数
が
増
加
し
た
の
に
対
し
、
児
童
労
働
者
数
が
減
少
し
た
こ
と
に
一
言
も
触
れ
て
い
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
１
５
）

い
点
、
犯
罪
は
イ
ギ
リ
ス
よ
り
も
ア
ィ
ル
ラ
ソ
ド
の
方
が
多
い
こ
と
、
を
批
判
点
と
し
て
挙
げ
て
い
る
。
↑
ｏ
最
後
に
「
近
代
工
業
の

　
　
　
　
　
（
１
６
）

世
界
史
的
意
義
」
を
論
じ
、
Ｆ
・
エ
ソ
ゲ
ル
ス
と
は
逆
に
、
大
都
市
へ
の
人
口
集
中
や
工
場
制
度
の
も
た
ら
す
有
利
な
点
を
列
挙
し

て
、
近
代
工
業
は
人
間
の
文
化
発
展
の
必
要
な
構
成
物
で
あ
り
、
　
二
層
公
平
な
財
貨
の
分
配
、
資
本
と
労
働
の
力
の
不
均
衡
の
止

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
１
７
）

揚
が
か
な
え
ら
れ
る
こ
と
を
ま
す
ま
す
緊
急
に
必
要
と
す
る
移
行
期
に
わ
れ
わ
れ
は
生
き
て
」
お
り
、
　
「
機
械
が
労
働
者
階
級
に
精

神
的
、
道
徳
的
な
特
性
を
初
め
て
与
え
た
の
で
あ
り
、
そ
れ
な
く
し
て
は
か
れ
ら
の
杜
会
状
態
の
根
本
的
、
継
続
的
な
改
善
は
不
可

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
１
８
）

能
」
で
あ
る
が
、
　
「
人
類
の
文
化
発
展
に
お
げ
る
近
代
工
業
の
課
題
は
な
お
完
了
し
て
は
い
な
い
」
と
結
論
す
る
。

　
以
上
の
Ｂ
・
ヒ
ル
デ
ブ
ラ
ソ
ト
の
Ｆ
・
エ
ソ
ゲ
ル
ス
批
判
の
な
か
か
ら
、
こ
こ
で
は
一
九
世
紀
前
半
の
プ
ロ
ィ
セ
ソ
に
お
げ
る

「
大
衆
貧
窮
」
の
性
格
を
明
ら
か
に
す
る
た
め
に
の
み
重
要
と
思
わ
れ
る
二
点
に
止
目
し
た
い
と
思
う
。
第
一
は
、
Ｆ
・
エ
ソ
ゲ
ル

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
１
９
）

ス
が
ド
イ
ツ
の
「
杜
会
問
題
」
を
根
本
的
に
は
イ
ギ
リ
ス
と
同
じ
杜
会
秩
序
か
ら
発
生
し
た
と
理
解
し
た
の
に
対
し
、
プ
ロ
ィ
セ
ソ

　
　
　
三
月
前
期
の
プ
ロ
イ
セ
ン
に
お
げ
る
「
杜
会
問
題
」
Ｈ
（
川
本
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
五
（
七
二
七
）



　
　
　
立
命
館
経
済
学
（
第
二
十
六
巻
・
第
五
号
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
六
（
七
二
八
）

に
お
い
、
て
は
、
資
本
主
義
や
近
代
工
業
に
っ
い
て
ま
っ
た
く
語
り
得
な
い
プ
回
イ
セ
ソ
州
に
お
げ
る
「
大
衆
貧
窮
」
の
例
が
示
す
よ

う
に
、
「
杜
会
問
題
」
の
性
格
が
す
べ
て
の
州
で
イ
ギ
リ
ス
と
根
本
的
に
同
じ
で
あ
る
と
は
み
な
し
難
い
点
で
あ
る
。
こ
の
点
を
Ｗ
．

ア
ー
ベ
ル
は
っ
ぎ
の
よ
う
に
指
摘
す
る
。
　
「
イ
ギ
リ
ス
に
お
い
て
自
分
が
観
察
し
た
窮
乏
を
工
業
の
ゆ
え
だ
と
し
た
フ
リ
ー
ド
リ
ッ

ヒ
ペ
エ
ソ
ゲ
ル
ス
に
は
異
議
が
唱
え
ら
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。
…
…
手
工
業
者
や
労
働
者
の
困
窮
は
工
業
化
以
前
の
諸
事
情
か
。
ら
き
た

も
の
で
あ
り
　
　
そ
の
あ
ら
ゆ
る
現
象
捗
態
に
お
い
て
そ
う
で
あ
る
わ
げ
で
は
勿
論
な
い
が
　
　
根
本
的
な
点
で
そ
れ
ら
の
諸
事
情

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
２
０
）

に
よ
っ
て
根
拠
の
与
え
ら
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
」
と
。
も
と
よ
り
、
こ
こ
で
す
べ
て
の
現
象
形
態
に
お
い
て
そ
う
で
は
な
い
が
、
と

の
留
保
が
付
さ
れ
て
い
る
点
は
注
目
に
値
す
る
。
後
に
み
る
よ
う
に
、
一
九
世
紀
前
半
に
ラ
ィ
ソ
州
と
ヴ
ェ
ス
ト
フ
ァ
ー
レ
ソ
州
に

お
い
て
は
綿
紡
績
業
を
中
心
に
機
械
化
が
進
行
し
て
お
り
、
Ｆ
・
エ
ソ
ゲ
ル
ス
が
指
摘
し
た
局
面
を
す
で
に
含
ん
で
い
る
た
め
、
プ

ロ
イ
セ
ソ
を
全
体
と
し
て
み
る
時
、
工
業
化
以
前
と
工
業
化
の
諸
事
情
が
絡
み
合
い
、
　
「
杜
会
間
題
」
の
性
格
が
一
層
複
雑
た
も
の

に
な
っ
て
い
る
点
に
留
意
す
る
必
要
が
あ
ろ
う
。

　
第
二
に
止
目
す
べ
き
点
は
、
Ｗ
・
ア
ー
ベ
ル
が
指
摘
す
る
よ
う
に
、
　
「
エ
ソ
ゲ
ル
ス
と
は
正
反
対
に
ヒ
ル
デ
ブ
ラ
ソ
ト
は
労
働
者

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
２
１
）

階
級
の
窮
乏
を
工
業
の
不
足
に
帰
せ
し
め
た
」
点
で
あ
る
。
以
上
か
ら
、
Ｂ
・
ヒ
ル
プ
ブ
ラ
ソ
ト
は
、
Ｆ
．
ユ
ソ
ゲ
ル
ス
を
批
判
し

て
、
三
月
前
期
の
ブ
ロ
イ
セ
ソ
に
お
げ
る
「
大
衆
貧
窮
」
の
原
因
を
ｃ
Ｄ
工
業
化
以
前
の
諸
事
情
と
の
工
業
の
不
足
に
求
め
た
こ
と
、

お
よ
び
Ｗ
・
コ
ソ
ツ
ェ
が
こ
の
見
解
を
引
き
継
ぎ
、
現
在
の
西
ド
イ
ツ
歴
史
学
界
の
有
力
な
見
解
に
な
っ
て
い
る
こ
と
、
を
理
解
し

得
る
で
あ
ろ
う
。
で
は
、
三
月
前
期
の
プ
ロ
ィ
セ
ソ
に
お
げ
る
「
大
衆
貧
窮
」
の
性
格
を
ど
の
よ
う
に
積
極
的
に
揚
定
す
れ
凄
よ
い

の
で
あ
ろ
う
か
。

　
Ｅ
・
パ
ソ
コ
ー
ケ
は
、
解
放
危
機
の
「
杜
会
問
題
」
（
畠
¢
を
ｏ
邑
旨
宰
品
彗
、
ｑ
胃
向
昌
彗
喜
註
ｏ
易
葦
の
¢
）
と
工
業
化
危
機
の
「
杜



　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
２
２
）

会
問
題
」
（
巳
ｏ
も
ｏ
ｏ
邑
彗
～
品
彗
、
亭
二
ま
易
ま
註
・
・
一
婁
・
目
。
・
。
。
婁
。
・
ｏ
）
を
区
別
し
て
、
ま
ず
前
者
に
っ
い
て
っ
ぎ
の
よ
う
に
説
明
す

　
　
一
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
２
３
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
シ
ュ

る
。
ド
ィ
ッ
に
お
い
て
は
一
八
三
〇
年
代
に
「
大
衆
貧
窮
」
の
論
議
が
始
ま
っ
た
の
で
あ
る
が
、
こ
の
論
議
に
お
い
て
す
で
に
「
身

テ
ソ
デ
イ
ツ
シ
ュ

分
　
制
杜
会
か
ら
ブ
ル
ジ
ヨ
ァ
杜
会
へ
の
杜
会
史
的
転
化
と
構
造
的
に
関
連
し
て
農
村
下
層
の
『
窮
乏
（
く
雪
〇
一
ｇ
ま
畠
）
』
が
惹
き

起
さ
れ
得
た
隈
り
で
、
構
造
問
題
と
し
て
の
貧
乏
の
問
題
が
現
わ
れ
た
」
。
そ
の
さ
い
、
「
窮
乏
（
甲
一
彗
宇
）
」
と
は
土
地
と
故
郷
の

な
い
者
を
意
味
す
る
。
し
た
が
っ
て
、
自
由
主
義
改
革
に
よ
っ
て
身
分
制
秩
序
か
ら
解
き
放
た
れ
た
（
国
昌
彗
喜
註
ｇ
）
農
民
や
都
市

の
手
工
業
者
の
杜
会
的
流
動
化
と
人
口
爆
発
お
よ
び
市
場
合
理
的
な
諸
関
係
へ
の
編
入
が
手
を
携
え
て
進
行
す
る
の
で
あ
る
が
、
近

代
的
な
工
業
は
ま
だ
そ
の
端
初
に
あ
り
、
身
分
制
的
な
拘
束
か
ら
解
放
さ
れ
た
（
向
鼻
雰
。
。
警
お
）
こ
の
層
に
対
し
て
十
分
な
歎
伽
｝

を
提
供
し
得
た
い
。
そ
れ
ゆ
え
に
、
新
し
い
貧
乏
は
、
個
人
的
な
原
因
か
ら
生
じ
た
の
で
は
な
く
、
　
「
解
体
す
る
身
分
制
的
な
無
剛

シ
ヤ
フ
ト

杜
会
と
無
産
者
を
拒
絶
す
る
ブ
ル
ジ
ヨ
ア
杜
会
と
の
問
の
制
度
的
な
真
空
に
お
い
て
」
身
分
と
勤
め
口
の
喪
失
と
し
て
現
わ
れ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
２
４
）

解
放
危
機
の
「
杜
会
問
題
」
は
こ
の
よ
う
に
し
て
生
じ
た
「
大
衆
貧
窮
」
に
あ
っ
た
。

　
Ｃ
．
ヤ
ソ
ト
ヶ
は
解
放
危
機
を
っ
ぎ
の
よ
う
に
説
明
す
る
。
　
「
こ
の
表
現
は
二
重
の
意
味
を
も
っ
て
い
る
。
第
一
に
、
そ
れ
は
、

国
家
生
活
と
精
神
生
活
の
指
導
層
に
よ
っ
て
追
求
さ
れ
た
生
活
彬
態
や
経
済
形
態
の
自
由
化
と
、
と
く
に
農
業
と
工
業
の
小
生
産
者

層
に
お
け
る
新
し
い
、
ヨ
リ
時
代
に
適
合
し
た
目
的
意
識
の
欠
如
と
の
問
の
持
続
的
な
内
的
不
一
致
を
反
映
す
る
。
資
本
の
不
足
で

は
な
く
て
、
資
本
流
通
の
不
足
が
、
企
業
の
可
能
性
と
出
発
点
の
欠
如
が
で
は
な
く
て
、
欠
く
べ
か
ら
ざ
る
『
工
業
の
（
一
己
易
三
蕃
）
』

観
念
の
欠
如
が
、
国
家
に
よ
る
改
革
の
先
導
を
客
観
的
に
、
い
ず
れ
に
せ
よ
不
可
欠
な
ら
し
め
た
。
し
か
し
、
そ
の
結
果
に
お
い
て

は
、
一
－
層
先
へ
の
経
済
の
発
展
お
よ
び
杜
会
改
革
的
な
発
展
に
と
っ
て
決
定
的
な
、
農
業
部
面
内
部
の
は
っ
き
り
し
た
危
機
的
た
帰

結
に
よ
っ
て
齪
鱈
さ
せ
ら
れ
た
。
－
…
・
こ
こ
に
第
二
の
、
：
…
・
『
解
放
危
機
』
と
い
う
言
葉
と
概
念
の
意
味
が
あ
り
、
そ
の
時
事
性

　
　
　
三
月
前
期
の
プ
ロ
イ
セ
ソ
に
お
げ
る
「
杜
会
問
題
」
Ｈ
（
川
本
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
七
（
七
二
九
）



　
　
　
立
命
館
経
済
学
（
第
二
十
六
巻
・
第
五
号
）
．
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
八
（
七
三
〇
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
２
５
）

が
・
農
業
制
度
の
変
化
に
見
舞
わ
れ
た
ド
イ
ツ
ー
中
央
ヨ
ー
ロ
ツ
バ
全
地
域
に
、
移
住
と
い
う
移
態
で
及
ん
だ
意
義
が
あ
る
」
と
。

　
以
上
の
両
者
の
説
明
か
ら
、
解
放
危
機
の
「
杜
会
問
題
」
を
っ
ぎ
の
よ
う
に
把
握
す
る
こ
と
が
で
き
よ
１
う
。
す
な
わ
ち
、
身
分
制

杜
会
か
ら
解
放
さ
れ
た
農
業
と
工
業
の
小
生
産
者
に
対
し
て
、
近
代
工
業
の
発
達
が
な
お
不
十
分
で
あ
っ
た
が
ゆ
え
に
、
ブ
ル
ジ
ヨ

ァ
杜
会
が
十
分
な
勤
め
口
を
提
供
し
得
な
い
こ
と
か
ら
生
じ
た
「
大
衆
貧
窮
」
と
。
こ
こ
で
留
意
す
べ
き
点
は
、
第
一
に
、
「
大
衆
貧

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
２
６
）

窮
」
の
起
点
が
近
代
工
業
に
で
は
な
く
、
農
業
耕
度
の
変
化
に
求
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
り
、
第
二
に
、
Ｗ
．
コ
ソ
ツ
ェ
も
ま
た

「
大
衆
貧
窮
」
を
解
放
危
機
の
局
面
に
お
い
て
把
握
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
さ
き
の
引
用
箇
所
に
続
い
て
っ
ぎ
の
よ
う
に
述
べ
て

い
る
・
　
「
な
稀
影
蘇
の
な
か
で
法
外
に
著
し
く
増
犬
し
た
下
層
の
到
鼠
が
露
顕
し
、
身
分
制
杜
会
の
拘
束
が
回
復
不
能
と
な
っ
て
消

滅
し
て
い
き
、
し
か
も
や
っ
と
の
こ
と
で
そ
の
発
端
に
お
い
て
移
成
さ
れ
始
め
た
と
こ
ろ
の
、
工
業
杜
会
の
新
し
い
制
度
の
形
態
が

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
マ
ツ
セ
ソ
エ
レ
ソ
ト

な
お
見
い
だ
せ
な
か
っ
た
『
移
行
期
』
と
し
て
、
同
時
代
人
に
よ
っ
て
繰
り
返
し
感
じ
取
ら
れ
た
時
期
の
大
衆
の
困
窮
が
明
ら
か
に

　
　
（
２
７
）

た
っ
た
」
と
。

　
っ
ぎ
に
、
工
業
化
危
機
の
「
杜
会
問
題
」
に
っ
い
て
、
Ｅ
・
パ
ソ
コ
ー
ヶ
は
っ
ぎ
の
よ
う
に
説
明
す
る
。
　
「
大
量
の
農
村
失
業
の

『
杜
会
間
題
』
ｏ
解
決
は
、
差
し
当
り
『
イ
ギ
リ
ス
の
道
』
に
お
い
て
、
す
た
わ
ち
自
由
に
さ
れ
た
下
層
の
農
民
層
を
工
業
の
労
働

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
２
８
）

過
程
に
統
合
す
る
こ
と
に
お
い
て
見
込
む
こ
と
が
で
き
た
」
。
こ
う
し
て
世
紀
の
中
葉
以
降
の
産
業
革
命
の
突
破
の
過
程
で
「
大
衆

貧
窮
」
に
つ
い
て
の
論
議
は
後
を
絶
ち
、
こ
れ
に
代
っ
て
一
八
六
〇
年
代
以
降
、
　
「
杜
会
問
題
」
は
「
労
働
者
問
題
」
を
中
心
に
論

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
２
９
）

議
さ
れ
る
よ
う
に
た
っ
た
。
そ
の
さ
い
、
「
工
業
経
営
内
部
の
杜
会
的
緊
張
に
お
い
て
明
白
に
な
り
得
た
よ
う
に
、
工
業
の
杜
会
構

造
の
『
杜
会
問
題
』
に
お
い
て
は
、
『
労
働
』
と
『
資
本
』
と
い
う
杜
会
的
立
場
へ
の
工
業
杜
会
の
傾
向
的
な
分
極
と
い
う
問
題
が
重

要
で
あ
っ
た
。
こ
れ
に
よ
っ
て
『
杜
会
問
題
』
の
二
つ
の
局
面
が
区
別
さ
れ
る
。
労
働
者
の
機
械
に
よ
る
『
疎
外
』
と
、
労
働
者
の



　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
３
０
）

か
れ
を
搾
取
す
る
資
本
主
義
的
企
業
家
へ
の
『
従
属
』
」
と
。
こ
こ
で
注
意
す
べ
き
点
は
、
Ｆ
・
エ
ソ
ゲ
ル
ス
が
問
題
と
し
た
の
は

こ
の
局
面
で
あ
っ
た
こ
と
、
お
よ
び
解
放
危
機
と
工
業
化
危
機
の
「
杜
会
問
題
」
が
冒
頭
で
紹
介
し
た
Ｗ
・
フ
ィ
ッ
シ
ャ
ー
の
分
類

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
３
１
）

の
最
初
の
二
っ
の
局
面
に
照
応
す
る
点
で
あ
る
。

　
と
こ
ろ
で
、
三
月
前
期
の
プ
ロ
ィ
セ
ソ
に
お
げ
る
「
大
衆
貧
窮
」
は
、
解
放
危
機
の
「
杜
会
問
題
」
を
主
要
局
面
と
し
な
が
ら
も
、

す
で
に
工
業
化
危
機
の
「
杜
会
問
題
」
の
局
面
を
も
包
含
し
て
い
た
。
し
た
が
っ
て
、
農
村
の
下
層
人
口
や
都
市
の
手
工
業
者
の
過

剰
や
貧
窮
化
の
問
題
、
す
た
わ
ち
中
問
層
問
題
を
主
要
な
局
面
と
し
な
が
ら
も
、
工
場
労
働
者
問
題
を
も
す
で
に
目
程
に
の
ぼ
せ
て

い
た
。
そ
の
さ
い
、
イ
ギ
リ
ス
と
の
比
較
を
念
頭
に
お
く
な
ら
ば
、
「
ド
イ
ツ
は
一
九
世
紀
中
葉
頃
－
…
土
業
の
傾
向
と
大
望
を
抱

　
　
　
　
（
３
２
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
３
３
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
３
４
）

く
農
業
国
家
」
と
し
て
「
工
業
化
の
最
初
の
局
面
」
に
あ
り
、
「
と
く
に
繊
維
工
業
に
お
い
て
児
童
労
働
が
普
及
し
て
い
た
」
と
の

Ｈ
．
ブ
ラ
ゥ
ソ
の
指
摘
に
注
目
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。
産
業
革
命
は
、
周
知
の
よ
う
に
繊
維
工
業
か
ら
鉄
鋼
業
や
石
炭
鉱
業
、
機
械
工

業
へ
と
波
及
し
て
行
く
の
で
あ
る
が
、
プ
ロ
イ
セ
ソ
の
ば
あ
い
、
既
述
の
よ
う
に
鉄
道
建
設
を
指
導
セ
ク
タ
ー
と
し
て
、
世
紀
の
中

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
３
５
）

葉
以
降
後
老
に
中
心
が
移
行
し
て
産
業
革
命
の
突
破
の
過
程
が
進
行
す
る
。
そ
れ
に
伴
な
い
、
「
労
働
老
問
題
」
・
も
、
世
紀
の
前
半

の
児
童
労
働
者
の
保
護
の
問
題
か
ら
、
Ｋ
・
Ｅ
・
ポ
ル
ソ
の
指
摘
す
る
よ
う
に
、
一
八
六
〇
年
代
に
団
結
の
自
由
の
間
題
を
中
心
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
３
６
）

す
る
成
年
男
子
労
働
者
の
保
護
の
問
題
へ
と
移
行
す
る
。
以
上
の
よ
う
に
、
世
紀
の
前
半
に
、
プ
ロ
ィ
セ
ン
で
は
中
問
層
問
題
を
主

要
局
面
と
し
て
児
童
労
働
者
問
題
も
ま
た
日
程
に
の
ぽ
っ
て
い
た
の
で
あ
る
が
、
イ
ギ
リ
ス
に
お
い
て
は
、
児
童
労
働
者
の
保
護
の

問
題
と
と
も
に
、
団
結
の
自
由
の
問
題
や
「
一
〇
時
問
運
動
」
、
さ
ら
に
は
チ
ャ
ー
テ
ィ
ス
ト
運
動
に
－
示
さ
れ
る
よ
う
に
、
す
で
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
３
７
）

成
年
男
子
労
働
者
の
問
題
が
「
労
働
者
問
題
」
の
中
心
と
な
っ
て
い
た
。
こ
こ
に
両
国
の
「
杜
会
問
題
」
に
お
け
る
落
差
が
示
さ
れ

　
　
（
３
８
）

て
い
る
。

　
　
　
三
月
前
期
の
プ
ロ
ィ
セ
ン
に
お
げ
る
「
杜
会
問
題
」
Ｈ
（
川
本
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
九
（
七
ゴ
ニ
）



　
　
　
立
命
館
経
済
学
（
第
二
十
六
巻
・
第
五
号
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
〇
（
七
三
二
）

　
と
も
あ
れ
、
三
月
前
期
の
プ
ロ
ィ
セ
ソ
に
お
げ
る
「
大
衆
貧
窮
」
は
、
解
放
危
機
の
「
杜
会
間
題
」
を
主
要
局
面
と
し
な
が
ら
も
、

工
業
化
危
機
の
「
杜
会
問
題
」
を
も
す
で
に
児
童
労
働
者
間
題
と
し
て
日
程
に
の
ぼ
せ
て
い
た
。
し
た
が
っ
て
、
Ｗ
．
プ
ィ
ツ
シ
ャ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
３
９
）

１
が
規
定
す
る
よ
う
に
、
　
「
産
業
革
命
が
一
っ
の
局
面
の
み
を
彩
造
る
近
代
化
と
解
放
の
全
過
程
に
原
因
」
を
持
っ
「
杜
会
問
題
」

で
あ
っ
た
と
い
え
よ
う
。
こ
の
結
果
、
　
「
大
衆
貧
窮
」
に
対
す
る
政
策
的
対
応
と
し
て
は
、
中
問
層
の
保
護
を
主
要
内
容
と
す
る
営

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
４
０
）

業
令
と
、
児
童
労
働
者
の
保
護
を
目
的
と
す
る
工
場
法
と
が
絡
み
合
う
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
が
、
こ
の
間
題
に
入
る
に
先
立
っ
て
、

ま
ず
「
大
衆
貧
窮
」
の
具
体
的
な
状
況
に
っ
い
て
検
討
を
加
え
て
お
き
た
い
と
思
う
。

　
　
（
１
）
　
≠
句
ぎ
ぎ
■
ｏ
ｏ
Ｓ
邑
ｏ
ｃ
．
ｏ
彗
旨
長
ｏ
Ｐ
Ｓ
ｏ
・
な
お
、
「
杜
会
間
題
」
と
い
う
慣
用
句
は
、
本
来
ち
■
。
。
。
旨
。
■
。
。
。
。
邑
。
、
か
ら
の
借
用

　
　
　
　
訳
で
あ
り
、
Ｈ
・
ハ
イ
ネ
が
一
八
四
〇
年
四
月
三
〇
目
に
執
筆
し
て
、
バ
リ
か
ら
フ
ラ
ソ
ス
の
杜
会
状
態
や
杜
会
理
念
に
っ
い
て
『
ア
ウ

　
　
　
　
ク
ス
ブ
ル
ク
一
般
新
聞
（
声
お
易
巨
潟
ｇ
≧
ポ
¢
昌
ｏ
ぎ
ｏ
Ｎ
¢
岸
彗
。
ｑ
）
』
に
報
じ
た
「
バ
リ
。
政
治
、
芸
術
と
国
民
生
活
に
つ
い
て
の
報
告

　
　
　
　
（
巨
け
¢
夢
・
雰
ユ
ｏ
ま
夢
胃
巾
◎
－
ま
ぎ
穴
■
易
け
昌
｛
く
９
訂
－
¢
げ
彗
）
」
に
お
い
て
初
め
て
使
用
さ
れ
た
。
そ
の
後
、
こ
の
言
葉
は
ド
イ
ツ

　
　
　
　
の
杜
会
状
態
に
対
し
て
は
、
た
め
ら
い
が
ち
に
の
み
使
用
さ
れ
る
に
留
ま
っ
て
い
た
が
、
一
八
四
八
年
頃
に
な
っ
て
杜
会
批
判
の
書
物
の

　
　
　
　
表
題
に
も
用
い
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
そ
の
最
初
の
書
物
が
Ｋ
・
ビ
ー
ダ
ー
マ
ソ
の
『
杜
会
主
義
と
杜
会
間
題
に
っ
い
て
の
講
演

　
　
　
　
（
穴
胃
一
里
＆
ｇ
昌
竃
ｐ
く
◎
邑
ｏ
乙
。
昌
胴
彗
一
げ
胃
ｏ
ｏ
◎
ｏ
邑
オ
昌
■
。
。
■
ま
乙
。
◎
ｏ
邑
ｏ
↓
ｓ
ｏ
ｑ
ｏ
ｐ
－
乱
ｏ
、
ポ
Ｈ
ｏ
。
ミ
）
』
で
あ
っ
た
（
向
。
ぎ
、
け

　
　
　
　
勺
彗
奪
９
Ｃ
・
◎
。
事
吋
婁
品
員
ギ
Ｃ
…
筆
句
・
餐
－
・
。
・
９
・
一
二
・
毒
ぎ
？
昌
奉
§
箏
｛
胃
Ｏ
・
募
・
ぎ
ご
・
。
・
・
邑
ま
。
。
。
。
婁
婁
津
、

　
　
　
　
ぎ
曇
　
守
亨
巨
己
實
寸
　
ｏ
。
巨
一
厨
弩
け
Ｈ
竃
９
　
峯
　
な
お
、
Ｋ
・
ピ
ー
ダ
ー
マ
ソ
の
こ
の
書
物
の
一
部
は
、
胃
易
け
ｏ
ｏ
ｏ
ざ
器
官
９

　
　
　
　
◎
邑
¢
＝
毫
○
馨
巨
。
ま
｛
・
二
・
童
彗
寒
鷺
ぎ
Ｕ
昌
一
。
・
・
巨
邑
し
彗
＝
二
・
。
◎
◎
－
Ｈ
。
。
ぎ
ら
警
曇
二
蓬
二
◎
１
§
９
、
一

　
　
　
　
Ｈ
彗
寿
¢
昌
｛
艮
Ｏ
巨
｝
目
一
。
・
胃
胃
。
・
帽
．
一
冒
Ｏ
里
。
・
竃
巨
婁
一
易
彗
一
〇
胃
亭
募
Ｏ
訂
寄
暑
Ｏ
ま
昌
易
旨
｛
ａ
¢
向
昌
彗
暑
註
◎
易
．

　
　
　
　
ざ
ぎ
ぎ
冒
易
邑
巨
轟
彗
■
己
Ｕ
竃
巨
長
彗
ま
二
¢
島
Ｏ
■
雰
ぎ
｝
９
量
胃
９
員
一
句
Ｈ
９
ぎ
お
＼
冒
旨
９
竃
宕
罫
仁
。
。
蜆
．
畠
◎
に

　
　
　
　
収
録
さ
れ
て
い
る
）
。
し
た
が
っ
て
、
三
月
前
期
に
は
「
杜
会
問
題
」
と
い
う
言
葉
は
使
用
さ
れ
ず
、
「
大
衆
貧
窮
（
勺
。
、
ｏ
、
、
｛
。
。
昌
嘗
。
。
）
」
と

　
　
　
　
し
て
問
題
に
さ
れ
た
（
向
・
勺
彗
ぎ
ぎ
一
～
・
中
○
・
一
ｓ
）
。

　
　
　
　
　
Ｗ
・
フ
ィ
ヅ
シ
ャ
ー
に
よ
る
と
、
そ
の
後
「
杜
会
問
題
」
と
い
う
暖
味
な
表
現
は
ド
イ
ツ
語
圏
の
国
々
で
多
く
使
用
さ
れ
、
フ
ラ
ソ
ス



　
語
圏
や
英
語
圏
の
国
々
に
お
い
て
も
使
用
さ
れ
は
す
る
が
、
ド
ィ
ツ
語
圏
の
よ
う
に
－
標
準
的
な
概
念
に
・
は
な
ら
た
か
っ
た
。
こ
の
一
一
日
葉
を

　
杜
会
科
学
の
用
語
と
し
て
用
い
た
の
は
ア
メ
リ
カ
の
杜
会
学
者
で
あ
る
が
、
か
れ
ら
は
歴
史
的
現
象
と
し
て
で
は
な
く
、
工
業
杜
会
確
立

　
後
の
玩
代
杜
会
の
病
理
学
と
し
て
用
い
た
（
≠
ヨ
己
膏
一
Ｃ
っ
富
邑
¢
０
．
Ｏ
彗
昌
畠
、
目
・
§
蜆
、
竃
０
）
。
し
た
が
っ
て
、
「
杜
会
問
題
」
と
い

　
う
言
葉
は
「
非
常
に
さ
ま
ざ
ま
な
仕
方
で
用
い
ら
れ
る
の
み
で
な
く
、
殆
ん
ど
例
外
た
く
、
ま
っ
た
く
一
般
的
か
つ
漢
然
と
し
た
意
味
に

　
お
い
て
用
い
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
こ
と
が
こ
の
言
葉
を
杜
会
科
学
上
の
分
析
一
般
に
適
用
す
る
こ
と
に
対
し
て
わ
れ
わ
れ
を
警
戒
さ
せ

　
　
る
」
と
述
べ
て
、
っ
ぎ
の
よ
う
に
説
明
す
る
。

　
　
　
「
玉
虫
色
に
輝
く
他
の
諸
概
念
に
関
し
て
の
経
験
が
わ
れ
わ
れ
に
。
勧
め
る
の
は
…
…
『
杜
会
問
題
』
と
い
う
術
語
を
、
そ
れ
が
発
生
し

　
　
た
一
九
世
紀
に
１
お
け
る
特
殊
ヨ
ー
ロ
ツ
バ
的
状
況
に
１
対
し
て
の
み
書
き
留
め
て
お
く
こ
と
で
あ
る
。
し
か
し
、
ヨ
リ
良
い
術
語
を
ど
の
よ

　
う
に
し
て
見
出
す
の
か
。
大
筋
に
お
い
て
わ
れ
わ
れ
は
二
つ
の
可
能
性
を
も
つ
。
体
系
的
な
関
連
に
お
け
る
純
粋
の
定
義
に
よ
っ
て
か
、

　
　
ま
た
は
わ
れ
わ
れ
が
、
そ
の
科
学
的
以
前
の
意
味
内
容
の
エ
キ
ス
を
含
ん
だ
、
も
と
も
と
暖
昧
た
最
初
の
把
握
を
ヨ
リ
鋭
く
把
握
し
た
概

　
念
へ
と
集
約
す
る
こ
と
に
－
よ
っ
て
か
で
あ
る
。
一
九
世
紀
の
ヨ
ー
ロ
ツ
パ
に
お
け
る
『
杜
会
問
題
』
と
取
り
組
ん
だ
多
く
の
研
究
の
な
か

　
　
の
多
数
が
示
す
よ
う
に
、
こ
の
ニ
キ
ス
と
は
、
近
代
化
過
程
の
初
期
に
１
お
い
て
認
め
る
こ
と
が
で
き
る
杜
会
層
の
不
均
衝
、
杜
会
的
な
価

　
　
値
表
象
の
不
安
定
、
杜
会
的
行
為
の
確
信
の
な
さ
、
杜
会
的
職
務
の
厳
密
で
な
い
遂
行
で
あ
る
。
換
一
一
一
口
す
れ
ば
、
　
『
杜
会
問
題
』
は
少
な

　
　
く
と
も
伝
統
的
な
、
も
っ
ぱ
ら
農
業
的
な
段
階
か
ら
『
近
代
的
な
』
、
も
っ
ぱ
ら
工
業
的
な
段
階
へ
の
移
行
に
お
げ
る
杜
会
の
危
機
で
あ

　
　
る
。
そ
れ
は
与
え
ら
れ
た
構
造
が
そ
の
実
効
を
喪
失
し
た
時
に
発
生
す
る
杜
会
的
平
衡
障
害
と
杜
会
的
機
能
困
難
の
問
題
で
あ
る
。
こ
の

　
　
状
態
は
杜
会
的
倣
．
イ
ソ
テ
グ
ラ
テ
イ
鰐
と
し
て
、
ま
た
は
容
易
に
弱
め
ら
れ
た
と
す
れ
ぱ
、
杜
会
的
緊
張
の
状
態
と
し
て
理
解
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
。

　
　
こ
の
よ
う
な
状
態
に
１
お
い
て
生
じ
る
す
べ
て
の
杜
会
改
革
の
目
標
は
－
復
原
と
し
て
で
あ
れ
、
改
革
と
し
て
で
あ
れ
い
革
命
と
し
て
で

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
テ
ス
・
イ
ソ
テ
グ
ラ
テ
イ
ォ
ソ

　
　
あ
れ
　
　
杜
会
的
砕
イ
ソ
紘
フ
ヅ
イ
価
で
あ
る
。
そ
れ
ゆ
え
、
こ
の
よ
う
な
時
期
に
お
げ
る
杜
会
政
策
は
、
変
転
の
途
中
で
分
　
　
　
　
解
の

　
　
過
程
を
極
小
に
す
る
試
み
と
し
て
理
解
さ
れ
う
る
」
（
向
巨
二
轟
・
。
．
畠
仁
）
と
。

（
２
）
　
「
大
衆
貧
窮
（
勺
竃
肩
ま
昌
易
）
」
と
い
う
言
葉
は
英
語
に
由
来
し
、
　
一
八
三
〇
～
一
八
四
〇
年
代
に
頂
点
に
・
達
し
た
新
し
い
種
類
の
大

　
　
衆
貧
窮
（
冒
麸
。
。
彗
胃
昌
鼻
）
に
対
し
て
用
い
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
当
時
の
ブ
ロ
ツ
ク
ハ
ウ
ス
百
科
辞
典
≧
厨
。
昌
、
一
、
。
ｑ
、
、
一
。
。
。
げ
。

　
　
壷
〒
穿
旨
曼
豪
琴
｛
一
£
・
姜
箒
二
蕎
ｑ
・
．
Ｏ
・
塞
易
き
易
－
麦
ぎ
Ｐ
乞
竃
試
○
、
包
箏
、
鼠
自
碁
。
・
墨
Ｈ
Ｈ
一
Ｈ
・
。
享

　
　
畠
－
崖
に
お
い
て
は
、
「
霊
呂
巴
。
。
昌
易
が
存
在
す
る
の
は
、
お
び
た
だ
し
い
人
民
の
層
が
全
力
を
尽
し
切
っ
た
労
働
に
。
よ
っ
て
、
ま
っ

　
三
月
前
期
の
プ
ロ
イ
セ
ン
に
お
け
る
「
杜
会
問
題
」
Ｈ
（
川
本
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
一
（
七
三
三
）



（
３
）

（
４
）

（
５
）

立
命
館
経
済
学
（
第
二
十
六
巻
・
第
五
号
）
．
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
二
（
七
三
四
）

た
く
一
時
し
の
ぎ
の
生
活
の
資
し
か
得
る
こ
と
が
で
き
な
い
所
に
お
い
て
で
あ
る
」
と
説
明
さ
れ
て
い
る
（
向
．
Ｏ
ｏ
ｏ
～
器
宮
９
～
．
四
．
Ｏ
二

；
た
お
、
く
県
寿
昌
雪
Ｏ
・
冨
９
く
§
ｖ
勺
ひ
茎
く
豊
昌
胃
菱
胃
員
一
・
・
邑
暑
馨
巨
・
；
・
ぎ
く
§
嚢
等
旨
琶
曽
二
竃

Ｏ
。
・
註
豪
冒
易
巨
Ｕ
Ｏ
募
９
一
彗
｛
（
岩
星
し
Ｐ
霊
易
－
。
ｑ
一
・
事
オ
・
巨
胃
胃
。
・
四
．
一
竃
◎
宗
・
竃
ま
募
・
ざ
Ｏ
・
◎
ま
曾
。
・
・
｝
事
亘
嚢
巨

畠
尋
Ｈ
鼻
霊
８
巨
ｏ
．
ｏ
巨
箏
斤
¢
一
キ
昌
竃
呂
晶
ｏ
…
ｏ
耳
色
・
喬
拭
蚕
一
ぎ
｛
胃
肩
窒
婁
ｏ
｝
彗
○
易
¢
冨
争
§
胴
き
昌
宙
プ
冒

Ｈ
ｏ
。
亀
一
ぎ
く
ｏ
ｏ
事
０
８
一
畠
竃
一
ト
３
）
。

　
差
当
り
Ｅ
．
Ｊ
．
ホ
ブ
ズ
ボ
ー
ム
『
市
民
革
命
と
産
業
革
命
　
　
二
重
革
命
の
時
代
　
　
』
安
川
悦
子
、
水
田
洋
訳
、
岩
波
書
店
、
一

九
六
八
年
、
第
十
；
早
、
労
働
貧
民
、
を
参
照
せ
よ
。

　
幸
Ｏ
◎
、
、
９
く
◎
昌
馬
夢
。
穴
、
目
昌
ｖ
？
◎
軍
胃
華
《
Ｈ
鼻
な
お
、
こ
の
見
解
を
、
イ
ギ
リ
ス
産
業
革
命
が
労
働
者
階
級
に
与
え
た
影

響
を
め
ぐ
る
周
知
の
二
見
解
、
悲
観
論
と
楽
観
論
の
系
譜
の
な
か
に
位
置
づ
げ
る
な
ら
ぱ
、
後
者
の
流
れ
に
属
す
る
と
思
わ
れ
る
（
悲
観

論
と
楽
観
論
に
つ
い
て
は
、
岡
田
与
好
「
産
業
革
命
論
の
変
遷
」
、
高
橋
幸
八
郎
編
『
産
業
革
命
の
研
究
』
、
岩
波
書
店
、
一
九
六
五
年
、

と
く
に
三
～
二
一
べ
ー
ジ
、
お
よ
び
同
「
自
由
主
義
経
済
学
と
教
育
改
革
」
、
岡
田
与
好
、
広
中
俊
雄
、
樋
口
陽
一
編
『
杜
会
科
学
と
諸

思
想
の
展
開
』
創
文
杜
、
一
九
七
七
年
、
五
三
五
～
五
三
七
ぺ
－
ジ
、
を
参
照
せ
よ
）
。
し
か
し
、
産
業
革
命
期
の
イ
ギ
リ
ス
と
は
異
な

っ
て
、
三
月
前
期
の
プ
ロ
ィ
セ
ソ
の
「
大
衆
貧
窮
」
の
原
因
は
産
業
革
命
に
の
み
還
元
で
き
な
い
点
や
、
な
に
よ
り
も
プ
ロ
ィ
セ
ソ
が
下

か
ら
の
市
民
革
命
を
経
過
し
て
い
な
い
点
に
十
分
に
注
意
す
る
必
要
が
あ
ろ
う
。

　
Ｗ
．
コ
ソ
ツ
ェ
と
同
じ
見
解
で
あ
る
と
み
な
さ
れ
る
の
は
、
甲
伽
ｏ
～
竃
旦
８
凹
．
”
．
○
二
　
Ｈ
９
　
ミ
ｏ
拝
竃
帽
穴
警
昌
彗
戸
ゴ
ｏ
宇

。
。
一
ま
麦
胃
…
讐
里
昌
ｇ
ミ
竃
ｑ
胃
昌
ぴ
・
昌
｛
も
◎
き
庁
写
嵩
¢
、
（
Ｈ
竃
ｏ
）
二
ｐ
ｑ
胃
８
ｂ
ｄ
睾
薫
ｏ
昌
お
巨
ｑ
胃
一
邑
易
ま
¢
目
。
箏

零
き
－
暮
◎
Ｐ
鶉
ま
長
９
Ｈ
署
ト
Ｈ
◎
・
。
．
ミ
ら
ぎ
ぎ
■
０
０
◎
Ｎ
邑
¢
０
つ
Ｏ
彗
昌
お
雪
し
睾
奉
．
嚢
自
量
昌
二
Ｕ
一
◎
旨
募
争
¢
雰
＜
ひ
寿
雫

昌
囚
ぎ
Ｈ
ま
易
け
ま
邑
邑
一
胃
（
宕
竃
）
二
ｐ
ま
多
雰
く
ひ
豪
撃
昌
。
・
｝
ま
二
己
易
ま
¢
一
一
竃
零
＜
〇
一
昌
◎
ｐ
。
。
９
甲
ｃ
・
ｏ
巨
寿
ｇ

與
・
～
・
Ｐ
　
畠
卜
奉
・
声
げ
９
申
苧
○
二
違
Ｈ
・
邦
訳
、
三
〇
八
ぺ
ー
ジ
。
Ｏ
．
Ｈ
彗
寿
¢
昌
ｑ
Ｐ
雪
厨
胃
目
易
囚
．
一
ｐ
．
Ｐ
Ｏ
二
塞
９
≠

嚢
目
§
。
。
・
雰
く
津
胃
昌
胴
■
。
｛
ト
、
臣
葬
島
箒
冒
竃
註
二
目
Ｏ
・
募
・
豪
己
Ｈ
・
・
甲
Ｈ
。
・
０
蜆
（
嚢
。
・
）
二
Ｐ
ｑ
胃
８
思
＜
昌
斤
胃
旨
胴

享
宗
二
己
曇
『
匡
彗
雰
＜
◎
一
暮
◎
ｐ
・
。
岬
・
戸
勺
彗
ぎ
蚕
串
與
．
○
二
鼻
ミ
；
９
昌
ま
♀
旨
～
乙
・
乙
・
彗
胃
昌
暮
昌
｛
串
昌
胴
弩
写
－
。
。
彗

ぎ
き
ユ
ま
易
三
９
－
彗
Ｕ
Ｏ
員
蓉
巨
彗
戸
９
三
長
彗
岩
ベ
ド
ベ
．
甲
－
弓
考
０
巨
９
一
Ｕ
易
一
Ｕ
９
碁
ぎ
穴
巴
。
・
¢
員
９
０
Ｆ
Ｎ
Ｎ
』
。
・
．

≧
巨
箏
ｇ
邑
§
ｏ
馨
豪
プ
一
・
ｑ
胃
・
つ
・
註
宮
一
一
薫
ぎ
ｏ
・
募
邑
§
｝
里
罵
＞
量
冨
¢
孝
ｇ
じ
Ｕ
筆
畠
…
鷺
ｐ
句
冒
昌
彗
一



（
６
）

（
７
）

（
８
）

（
９
）

（
１
０
）

（
ｕ
）

皇
Ｏ
宥
Ｓ
旨
０
ｑ
彗
…
Ｏ
＞
易
ミ
一
妾
冒
び
・
竃
一
妻
霧
げ
註
雪
Ｈ
彗
仁
一
ぎ
．

　
向
．
勺
四
箏
斤
Ｏ
斤
Ｏ
，
　
Ｐ
．
Ｐ
．
〇
一
－
　
切
Ｃ
Ｏ
．

　
雲
＆
ま
げ
望
琶
。
り
二
Ｕ
庁
－
嵩
Ｏ
ｑ
胃
胃
至
訂
己
雪
ヨ
｝
。
。
己
。
Ｏ
ぎ
塁
筈
邑
寝
童
二
箏
一
夢
｛
く
胃
・
．
窒
＆
ま
｝
穿
胴
芸

オ
實
ぎ
一
団
Ｐ
Ｎ
二
雰
昌
目
畠
切
ｏ
．
　
（
エ
ソ
ゲ
ル
ス
『
イ
ギ
リ
ス
に
お
げ
る
労
働
老
階
級
の
状
態
』
岡
茂
男
訳
、
マ
ル
ク
ス
ー
ー
エ
ソ
ゲ
ル

ス
全
集
、
第
二
巻
、
大
月
書
店
、
一
九
六
〇
年
）
。

　
零
冒
◎
昌
巨
ｇ
Ｈ
彗
♀
ｇ
ｏ
オ
註
旨
與
一
津
旨
◎
邑
¢
｛
胃
○
品
彗
婁
『
け
；
｛
Ｎ
鼻
旨
岸
（
Ｈ
・
。
｛
・
。
）
冒
ｏ
｝
己
ｏ
昌
。
・
易
”
昌
昌
睾
ｏ

ｏ
ｏ
ｏ
プ
ユ
津
ｏ
Ｐ
曽
¢
量
■
ｏ
ｏ
ｏ
ｑ
ｏ
ぴ
ｑ
¢
げ
ｏ
目
目
目
｛
９
箏
ぴ
ｑ
ｏ
－
ｏ
岸
９
く
◎
箏
勺
Ｈ
◎
－
Ｕ
プ
｝
｝
目
ｏ
ｏ
Ｏ
ｏ
｝
ユ
ｏ
ｑ
一
団
Ｐ
Ｈ
・
一
宕
箏
｝
Ｈ
０
～
ド
な
お
、
Ｂ
・
ヒ
ル
デ

ブ
ラ
ソ
ト
の
経
歴
に
つ
い
て
は
、
ヒ
ル
デ
ブ
ラ
ソ
ト
『
実
物
経
済
、
貨
幣
経
済
お
よ
び
信
用
経
済
』
橋
本
昭
一
訳
、
未
来
杜
、
一
九
七
二

年
、
の
訳
者
解
説
を
参
照
せ
よ
。

　
申
葭
－
巨
¢
げ
量
箏
早
リ
．
申
○
二
　
－
○
Ｏ
べ
１
畠
９

　
「
細
目
は
正
し
い
が
、
全
体
は
誤
っ
て
い
る
。
か
れ
の
描
写
は
、
イ
ギ
リ
ス
の
工
業
と
イ
ギ
リ
ス
の
労
働
者
世
界
の
夜
の
面
の
み
を
描

い
て
い
る
。
…
…
こ
の
本
の
断
固
た
る
欠
陥
は
、
○
ｏ
か
れ
が
現
在
の
状
態
の
評
価
の
さ
い
に
依
拠
し
た
一
般
的
、
歴
史
的
な
ら
び
に
統
計

的
な
誤
っ
た
諸
前
提
、
似
本
質
的
な
事
実
関
係
の
多
く
の
脱
落
や
こ
れ
と
結
合
し
た
個
冷
の
事
実
の
一
般
化
、
最
後
に
ゆ
か
れ
が
作
為
か

ら
引
き
出
し
た
誤
っ
た
結
論
、
に
あ
る
」
（
向
巨
二
冨
べ
－
冨
・
。
）
。

　
の
と
ゆ
に
お
い
て
批
判
さ
れ
た
Ｆ
・
ニ
ソ
ゲ
ル
ス
の
叙
述
は
っ
ぎ
の
如
く
で
あ
る
。
「
機
械
が
採
用
さ
れ
る
ま
え
は
、
…
…
織
布
工
の
家

族
は
、
た
い
て
い
都
市
の
近
郊
の
田
舎
に
住
み
、
そ
の
賃
金
で
り
っ
ぱ
に
生
計
を
た
て
る
こ
と
が
で
き
た
。
…
…
彼
ら
は
『
尊
敬
す
べ
き
』

人
た
ち
で
あ
り
、
善
良
な
一
家
の
主
人
た
ち
で
あ
っ
て
、
道
徳
的
に
生
活
し
て
い
た
。
：
・
…
簡
単
に
い
え
ぱ
、
当
時
の
イ
ギ
リ
ス
の
工
業

労
働
者
は
、
都
会
か
ら
は
隔
離
さ
れ
、
ひ
き
こ
も
っ
て
い
て
、
精
神
的
な
活
動
を
す
る
で
も
な
く
、
そ
の
生
活
状
態
に
ひ
ど
い
動
揺
も
な

く
、
ち
よ
う
ど
い
ま
な
お
ド
イ
ツ
の
あ
ち
こ
ち
で
見
う
げ
ら
れ
る
の
と
同
じ
よ
う
に
生
活
し
、
考
え
て
い
た
の
で
あ
る
」
（
『
向
易
芸
一

ｐ
ｐ
・
○
二
８
デ
８
り
．
邦
訳
、
二
三
〇
～
二
三
二
ぺ
ー
ジ
）
。

　
こ
れ
に
対
し
、
Ｂ
・
ヒ
ル
デ
ブ
ラ
ソ
ト
は
、
「
誤
っ
た
前
提
に
属
す
る
の
は
、
と
り
わ
げ
歴
史
の
以
前
の
時
代
や
ド
ィ
ツ
の
よ
う
に
工

業
の
発
展
に
お
い
て
イ
ギ
リ
ス
よ
り
遥
か
に
遅
れ
て
い
る
他
の
国
六
の
、
憶
測
に
よ
る
高
い
物
質
的
福
祉
で
あ
る
」
（
Ｐ
昌
巨
９
Ｓ
己
一

～
．
｝
・
Ｏ
二
Ｈ
Ｏ
ｏ
・
◎
）
と
述
べ
て
批
判
し
て
い
く
。

三
月
前
期
の
プ
ロ
イ
セ
ソ
に
お
げ
る
「
杜
会
問
題
」

い
（
川
本
）

二
三
（
七
三
五
）



　
立
命
館
経
済
学
（
第
二
十
六
巻
・
第
五
号
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
四
（
七
三
六
）

（
１
２
）
豊
ｑ
．
一
Ｈ
・
。
甲
Ｈ
お
．
な
お
、
こ
こ
で
プ
ロ
イ
セ
ソ
州
の
状
態
に
つ
い
て
は
、
一
八
四
七
年
に
発
表
さ
れ
た
Ｆ
・
Ｗ
・
シ
ュ
ー
ベ
ル
ト
の

　
　
論
文
が
利
用
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
が
、
こ
の
論
文
の
主
要
都
分
に
つ
い
て
は
、
く
県
宰
－
＆
ユ
｝
ミ
旨
Ｏ
巨
０
０
０
巨
ぎ
鼻
Ｃ
っ
３
芽
芽
Ｏ
訂

　
　
雰
弓
置
巨
畠
昌
ｑ
く
ｏ
お
－
¢
｛
ｏ
巨
轟
９
己
囚
胃
申
亭
雪
胃
Ｎ
易
３
邑
¢
昌
岸
ｏ
胃
ｏ
晶
彗
事
～
『
↑
｛
旨
巳
¢
串
◎
色
冨
串
窒
寮
■
冒
岸

　
　
ず
霧
◎
己
胃
實
雰
昌
Ｏ
蚕
Ｏ
プ
け
仔
§
ぴ
・
ｑ
霧
頁
Ｎ
好
竃
髪
冴
一
竃
ｑ
易
昌
易
胃
牢
◎
ま
竃
一
Ｎ
¢
豪
Ｏ
マ
事
ｑ
霧
く
胃
９
易
｛
一
Ｈ
Ｕ
豊
蓉
訂

　
　
○
つ
一
ｐ
匡
ｏ
◎
饒
斥
｝
　
｝
ｈ
ｏ
ｏ
ｏ
ｑ
．
　
く
◎
目
司
Ｈ
０
－
｝
¢
Ｈ
『
目
＜
◎
■
宛
¢
Ｏ
ｏ
■
　
（
Ｈ
ｏ
◎
仁
べ
）
｝
　
｛
目
一
　
〇
．
－
凹
目
け
斥
¢
自
目
｛
Ｕ
一
串
－
帽
¢
『
　
｝
Ｈ
乙
ｏ
ｏ
ｑ
二
　
四
．
～
．
Ｏ
．
－
　
Ｎ
ｏ
◎
◎
ｌ
Ｎ
仁
い
．

（
１
３
）
　
申
雪
５
¢
マ
竃
♀
中
與
．
○
二
Ｈ
胃
－
旨
９
　
こ
こ
で
も
Ｂ
・
ヒ
ル
デ
ブ
ラ
ソ
ト
は
過
去
と
現
在
の
イ
ギ
リ
ス
の
労
働
者
の
生
活
状
態
を
比

　
　
較
し
て
、
目
賃
金
は
一
六
世
紀
中
葉
以
降
二
倍
に
上
昇
し
た
が
、
同
時
に
穀
物
価
格
の
変
動
が
非
常
に
激
し
か
っ
た
こ
と
を
指
摘
し
て
い

　
　
る
の
で
あ
る
が
、
Ｗ
・
ア
ー
ベ
ル
は
最
近
の
ホ
ブ
ズ
ボ
ー
ム
や
タ
ッ
カ
ァ
等
の
業
績
を
利
用
し
て
、
生
活
の
実
質
水
準
や
穀
物
価
格
を
は

　
　
じ
め
広
範
た
基
礎
資
料
に
基
づ
く
実
質
賃
金
を
検
討
し
た
後
、
　
「
イ
ギ
リ
ス
の
賃
金
が
　
　
コ
リ
ソ
・
ク
ラ
ー
ク
の
判
定
に
よ
れ
は

　
　
一
八
○
○
年
頃
に
到
達
し
て
い
た
『
ア
ジ
ア
的
低
水
準
』
と
比
べ
、
そ
れ
は
一
九
世
紀
の
前
半
に
は
改
善
さ
れ
た
」
と
結
論
し
て
い
る

　
　
（
考
・
ト
げ
具
ト
胴
ｓ
寿
ユ
８
員
Ｎ
０
。
甲
８
ｏ
。
・
邦
訳
、
二
九
三
～
二
九
五
ぺ
ー
ジ
）
。

（
１
４
）
　
申
雪
巨
¢
マ
彗
♀
四
．
ｐ
．
○
．
一
Ｈ
閉
・
。
山
胃
．
な
お
、
こ
こ
で
の
結
論
と
し
て
、
「
最
近
三
年
問
の
イ
ギ
リ
ス
に
お
げ
る
通
常
の
一
目
の
仕
事

　
　
に
対
す
る
平
均
の
賃
金
を
三
シ
リ
ソ
グ
ま
た
は
年
三
〇
〇
ラ
ィ
ヒ
ス
タ
ー
ラ
ー
と
推
定
で
き
る
の
に
対
し
、
ド
ィ
ツ
で
は
最
高
に
み
て
一

　
　
〇
〇
ラ
イ
ヒ
ス
タ
ー
ラ
ー
で
あ
り
、
こ
の
結
果
、
両
国
に
お
げ
る
貨
幣
交
換
価
値
の
報
畦
ら
れ
て
い
る
比
率
に
よ
る
と
、
イ
ギ
リ
ス
の
労

　
　
働
者
は
ド
イ
ツ
の
労
働
者
よ
り
も
ま
さ
に
倍
の
必
要
を
充
足
せ
し
め
得
る
」
（
豊
戸
Ｈ
ぎ
－
Ｈ
胃
）
と
述
べ
て
い
る
。

（
１
５
）
　
向
巨
．
一
Ｈ
胃
－
畠
Ｈ
．

（
１
６
）
　
向
げ
｝
Ｈ
・
。
Ｎ
．

（
１
７
）
　
向
区
二
Ｈ
ｏ
。
卜

（
１
８
）
　
向
竃
．
一
Ｈ
ｏ
．
ｏ
．

（
１
９
）
　
Ｆ
・
ユ
ソ
ゲ
ル
ス
は
っ
ぎ
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。
「
わ
が
ド
ィ
ツ
人
に
と
っ
て
は
、
た
に
よ
り
も
ま
ず
、
杜
会
問
題
に
お
け
る
事
実

　
　
の
知
識
が
必
要
で
あ
る
。
そ
し
て
、
た
と
え
ド
ィ
ツ
の
プ
ロ
レ
タ
リ
ァ
の
状
態
が
、
イ
ギ
リ
ス
の
そ
れ
の
よ
う
に
典
型
的
な
か
た
ち
に
ま

　
　
で
成
熟
し
て
い
な
い
と
し
て
も
、
そ
れ
で
も
な
お
わ
れ
わ
れ
は
、
基
本
的
に
は
同
じ
杜
会
秩
序
を
も
っ
て
い
る
の
で
あ
っ
て
、
こ
の
秩
序

　
　
は
、
お
そ
か
れ
は
や
か
れ
、
北
海
の
か
た
た
で
す
で
に
到
達
し
て
い
る
の
と
同
じ
頂
点
ま
で
、
お
し
す
す
め
ら
れ
る
の
に
ち
が
い
な
い
の



　
　
で
あ
る
」
（
句
．
冒
。
・
¢
互
ｐ
ｐ
．
○
：
畠
・
。
・
邦
訳
、
二
二
八
～
二
二
九
ぺ
ー
ジ
）
。

（
２
０
）
　
ミ
・
声
ぎ
－
＞
。
ｑ
Ｈ
胃
ざ
オ
彗
一
Ｎ
芦
・
邦
訳
、
三
〇
三
ぺ
ー
ジ
。

（
２
１
）
　
塁
～
・
一
畠
べ
・
邦
訳
、
二
八
六
ぺ
ー
ジ
。

（
２
２
）
（
２
３
）
　
向
．
司
ｐ
■
ぎ
〆
９
Ｐ
苧
○
二
Ｓ
・

（
２
４
）
　
く
ｏ
ｑ
－
．
向
げ
｛
二
　
蜆
ｏ
ｏ
．
墨
・

（
脆
）
一
宗
”
。
フ
一
‘
貫
江
昨
一
一
鯛
ギ
ギ
碓
独
“
讐
一
一

デ
デ
爽
弓
雛
雌
一
篶
一
玲
讐
簑
む
一
一
貞
嘗

　
　
帰
す
る
た
め
竃
家
が
労
働
条
件
を
管
理
し
・
ツ
一
フ
ー
や
身
分
が
再
生
す
る
必
要
を
説
い
た
。
－
．
Ｃ
．
口
、
ド
ベ
ル
ト
ス
。
。
プ
、
昌

　
　
。
胃
；
一
麦
三
蚕
一
５
・
Ｌ
．
フ
一
ソ
．
シ
一
タ
イ
ソ
一
・
・
§
・
一
・
幕
、
目
一
、
・
・
Ｇ
．
ヴ
イ
ソ
ケ
ル
ブ
レ
ツ
ヒ
一
穴
”
、
一

　
　
。
套
書
奪
葦
一
・
Ｗ
．
Ｈ
．
リ
ー
ル
一
書
書
麦
葦
・
、
・
、
一
一
等
が
こ
れ
に
属
す
る
。
冒
由
主
義
の
立
程
、
「
大

　
　
≧
三
を
説
く
保
守
的
傾
向
を
帯
び
・
キ
ー
ス
ー
教
団
体
の
薯
救
済
、
企
業
家
の
杜
会
的
責
任
の
追
求
を
主
張
し
て
反
自
由
浅

　
　
の
立
場
を
と
一
た
べ
表
的
人
物
と
し
て
、
Ｗ
…
フ
、
オ
ソ
・
ケ
テ
ラ
ー
一
葦
、
巨
。
冒
、
目
一
、
一
く
。
、
穴
。
一
片
。
一
。
、
一
、
。
．
。
．
ウ

　
　
ヒ
一
ル
ソ
言
旨
墨
き
葦
・
亘
…
一
ル
ピ
ソ
グ
春
、
、
穴
・
一
一
、
邑
等
が
挙
げ
ら
れ
る
一
甲
・
。
。
プ
、
、
、
。
一
、
、
、
申
、

　
　
。
二
婁
一
．
…
奪
二
一
一
茅
。
・
看
奏
二
竃
・
；
お
、
く
・
・
、
寿
昌
。
、
勺
、
。
。
宙
、
。
。
り
ー
、
。
、
け
。
。
。
、
。
一
。
。
、
、
、
一
・
、
、
甲

　
　
一
葦
二
書
曇
雪
己
。
・
奪
二
…
奉
彗
、
書
・
雪
、
り
鼻
、
・
。
．
、
、
。
一
。
以
上
の
Ｅ
．
シ
ユ
レ
プ
ラ
、
と
Ｗ
．

　
　
三
月
前
期
の
プ
一
イ
セ
ソ
に
淳
る
「
杜
会
問
題
一
〇
一
川
本
一
　
　
　
　
二
五
一
七
三
七
一



立
命
館
経
済
学
一
第
二
士
一
巻
．
雲
号
一
　
　
　
　
　
　
　
二
六
一
七
三
八
一

フ
イ
ヅ
シ
ヤ
、
の
分
類
に
お
い
て
、
国
家
学
者
・
・
フ
オ
ソ
・
干
ル
一
睾
言
昌
姜
一
に
つ
い
て
は
・
前
者
が
西
南
ド
イ
ツ

の
自
由
主
義
者
と
し
て
い
る
の
に
対
し
負
の
。
・
、
豊
８
ミ
・
・
。
竃
一
一
、
後
者
が
保
守
主
義
者
と
し
て
盲
事
穿
貧

。
。
。
、
、
、
一
、
。
。
。
、
箏
、
。
。
－
、
、
、
ト
目
昌
、
、
斤
目
。
・
・
、
ト
、
。
・
。
一
、
評
価
が
食
い
違
一
て
い
る
。
こ
註
・
自
由
主
義
に
つ
い
て
の
誇
者
の
規
定
の

仕
方
が
大
巾
に
相
違
し
て
い
る
た
め
で
あ
る
。
小
稿
で
は
Ｗ
・
フ
イ
ツ
シ
ャ
ー
窺
定
に
従
一
て
い
る
の
で
・
こ
こ
で
Ｅ
．
シ
ニ
プ
ラ

、
の
碧
に
つ
い
て
み
て
お
く
と
、
か
れ
は
自
由
主
義
者
を
、
杜
会
改
革
的
な
計
画
を
持
ち
、
賃
金
労
働
者
の
イ
デ
オ
一
ギ
ー
的
・
杜
会

的
な
基
礎
を
大
低
の
ば
あ
い
認
識
し
な
い
で
、
貧
者
と
富
者
の
問
の
対
立
を
企
業
家
の
自
発
製
一
意
に
よ
一
て
で
あ
れ
・
国
家
の
適

堆
干
渉
に
よ
つ
て
で
あ
れ
簡
単
劣
法
で
調
整
し
得
る
と
信
じ
た
者
と
規
定
し
て
い
る
一
睾
・
星
・
二
ら
ミ
し
た

カ
つ
て
、
。
．
シ
ユ
レ
プ
ラ
、
の
ば
あ
い
、
・
．
フ
オ
ソ
・
干
ル
は
自
由
主
義
者
に
属
す
る
の
で
あ
る
が
・
Ｗ
．
フ
ィ
一
シ
ャ
ー
窺

定
に
従
え
ぱ
、
そ
れ
ゆ
え
に
小
稿
に
お
い
て
も
、
保
守
主
義
者
と
い
う
こ
と
に
た
る
。

な
お
、
三
月
前
碧
「
杜
会
問
題
一
に
対
す
る
著
名
姦
策
提
案
者
で
あ
一
て
、
以
上
の
叙
述
の
な
か
で
洩
れ
て
い
る
名
前
を
・
四
っ

の
立
場
に
分
類
す
る
こ
と
な
し
に
挙
げ
る
な
ら
ぱ
、
統
計
家
の
・
…
ホ
フ
一
ソ
盲
彗
二
・
葦
・
；
一
婁
昌
一
や
Ｃ
．
Ｆ
．

Ｗ
ニ
ァ
イ
、
テ
リ
チ
一
。
、
、
弓
、
一
、
・
、
一
。
；
麸
乙
一
茎
８
、
・
実
践
的
哲
学
者
達
一
肩
募
一
；
巨
易
一
号
一
箏
一
一
の
Ｆ
．
ビ
一

、
ラ
ウ
一
句
、
一
、
一
、
、
。
、
団
饒
一
、
簑
一
、
経
済
学
者
の
Ｆ
．
－
ス
ト
一
句
・
、
葦
二
呂
や
・
・
ヒ
ル
デ
ブ
一
一
ソ
ー
・
シ
一
レ
ー
ジ
一
ソ
の
窮
乏

を
問
題
と
し
た
Ｗ
．
ヴ
オ
ル
フ
一
葦
、
巨
オ
・
罵
一
や
・
・
シ
ユ
ネ
ー
ル
一
≧
§
菱
。
・
身
・
・
一
・
等
が
い
る
一
；
婁
邑

Ｐ
雲
囚
、
、
向
、
の
野
與
・
串
＝
・
、
・
一
一
。
こ
の
う
ち
、
・
・
－
ス
ー
が
ヴ
一
ル
テ
ム
ベ
ル
ク
の
分
割
相
続
に
起
因
す
る
窮
状
を
克
服
す
る

た
め
、
土
地
整
理
に
よ
る
健
全
な
農
地
制
度
の
創
出
を
基
礎
と
し
て
、
工
業
の
た
め
の
保
護
関
税
の
設
置
に
よ
る
国
民
的
生
産
力
の
建
設

を
主
張
し
た
点
に
つ
い
て
は
、
く
・
・
；
げ
£
・
由
§
－
ミ
。
・
・
句
・
菱
・
＝
耳
昌
二
・
斤
墓
雲
奏
象
・
毒
胴
考
琴
嚢

、
。
葦
、
ト
、
。
。
事
、
、
。
。
、
。
目
帽
一
§
一
二
。
ら
釜
夏
・
き
二
胃
卑
一
肇
章
至
馨
家
プ
島
墨
言
姜
婁
一
フ

リ
ー
ド
り
ヅ
ヒ
．
リ
ス
ト
『
農
地
制
度
論
』
小
林
昇
訳
、
岩
波
書
店
、
一
九
七
四
年
一
、
芽
；
彗
き
畠
一
身
乙
・
一
彗
宥
暮
ゲ

の
。
。
、
箏
。
斤
。
目
。
邑
、
一
曇
一
二
目
ら
。
、
斤
二
易
二
・
享
二
・
菱
・
・
－
墨
－
・
馨
一
奪
言
・
．
く
；
筆
§
．
一
フ
リ
ー

ド
リ
ヅ
ヒ
．
リ
ス
ト
一
経
済
学
の
震
的
体
系
』
小
林
昇
訳
、
岩
波
書
店
、
一
九
七
〇
年
一
、
お
よ
び
一
小
林
昇
経
済
学
史
著
作
集
一
Ｍ
・

Ｗ
，
Ｗ
、
未
来
杜
、
を
参
照
せ
よ
。
ま
た
、
シ
ユ
レ
ー
ジ
一
ソ
の
窮
状
に
対
す
る
時
論
に
っ
い
て
は
・
・
大
月
誠
「
一
八
四
四
年
の
シ
一
レ

ー
ジ
一
ソ
の
織
工
衰
一
、
一
竜
谷
大
学
杜
会
科
学
研
翠
報
一
、
二
号
、
一
九
七
一
年
、
を
参
照
せ
よ
。
な
お
・
初
期
杜
会
主
義
の
立
場



　
　
か
ら
の
提
言
に
っ
い
て
は
、
良
知
力
編
『
資
料
、
ド
イ
ツ
初
期
杜
会
主
義
、
義
人
同
盟
と
へ
ー
ゲ
ル
左
派
』
平
几
杜
、
一
九
七
四
年
、
お

　
　
よ
び
、
モ
ー
ゼ
ス
・
ヘ
ス
『
初
期
杜
会
主
義
論
集
』
山
中
隆
次
、
畑
孝
一
訳
、
未
来
杜
、
一
九
七
〇
年
、
を
参
照
せ
よ
。

　
　
　
三
月
前
期
の
「
杜
会
問
題
」
に
対
す
る
時
論
の
主
要
な
も
の
は
、
向
．
０
っ
ｏ
～
器
旦
９
リ
．
Ｐ
○
二
〇
．
盲
鼻
ぎ
自
己
Ｕ
．
雪
斤
胃
串
Ｈ
。
。
。
ｑ
．
一

　
　
甲
ｐ
○
・
に
収
録
さ
れ
て
い
る
。

（
２
６
）
　
こ
の
点
は
、
同
時
代
人
で
あ
る
Ｆ
・
ハ
ル
コ
ル
ト
が
「
幣
害
の
根
源
は
…
…
も
と
も
と
工
業
の
も
と
に
ー
は
た
く
、
大
土
地
所
有
を
優
遇

　
　
し
、
農
村
人
口
の
過
剰
を
都
市
に
追
い
や
る
農
業
制
度
に
あ
っ
た
。
と
い
う
の
は
、
農
村
人
口
の
過
剰
に
と
っ
て
い
か
な
る
移
住
場
所
も

　
　
な
か
っ
た
か
ら
で
あ
る
」
と
述
べ
た
の
と
軌
を
一
に
し
て
い
る
（
奉
◎
拝
彗
胴
穴
旨
８
彗
ｐ
ｏ
霧
９
一
・
っ
ｏ
ぎ
茅
～
易
ｏ
ぎ
昌
お
ｇ
彗
ｏ

　
　
。
。
Ｏ
き
宮
罵
ぎ
プ
窃
ミ
〇
一
一
雪
ヨ
Ｏ
ま
９
霊
寿
Ｏ
多
一
Ｐ
穿
〇
一
身
Ｏ
ぎ
≦
Ｏ
『
亘
四
亭
巨
葦
９
Ｈ
ぴ
・
』
９
宕
８
一
。
。
Ｏ
）
。

（
〃
）
　
４
く
．
Ｏ
◎
箏
Ｎ
０
Ｎ
９
　
く
◎
昌
Ｉ
Ｖ
勺
び
げ
９
〈
Ｎ
目
昌
ｖ
勺
ｈ
０
－
¢
一
四
『
－
～
一
《
　
Ｈ
一
〇
〇
．

（
蝸
）
　
向
．
勺
ｐ
目
斥
◎
〆
９
　
～
．
與
．
Ｏ
．
－
　
閉
～
．

（
２
９
）
奉
．
嚢
一
巨
ｐ
昌
二
己
易
片
ま
豪
享
；
帽
一
Ｈ
０
・
。
．
ま
曇
一
Ｕ
げ
宗
募
ｏ
ぎ
団
雲
薫
¢
昌
；
・
。
Ｑ
．
巨
婁
好
勺
｛
蔦
９
ｃ
。
◎
註
与
◎
毒
斤

　
　
昌
ｑ
。
。
◎
Ｎ
邑
¢
声
易
Ｏ
ぎ
；
嘉
Ｏ
目
守
亭
｛
己
易
巨
竺
９
ｑ
目
け
胃
罵
ブ
昌
胃
宇
尾
ぎ
邑
彗
干
奉
置
堅
彗
一
穴
０
巨
お
３
８
．
ミ
．
穴
昌
昌
彗
Ｐ

　
　
団
¢
＜
９
斤
０
Ｈ
目
目
囚
．
　
ｏ
ｏ
卜
　
　
向
・
勺
ｐ
目
斤
◎
斤
９
　
９
．
９
・
○
・
一
　
蜆
｝
　
声
．
Ｏ
－
～
Ｏ
¢
づ
一
　
～
．
與
．
○
．
一
　
］
．
Ｈ
．
　
・
な
お
、
　
く
ｏ
ｑ
－
．
４
く
．
Ｏ
◎
目
Ｎ
¢
．
　
く
◎
昌
Ｖ
勺
ひ
げ
¢
Ｈ
〈
Ｎ
目
昌
Ｉ

　
　
Ｖ
宇
◎
一
〇
冨
ま
茶
５
卜

（
３
０
）
　
向
．
霊
寿
◎
ぎ
一
與
．
與
．
○
ニ
ミ
．

（
３
１
）
　
な
お
、
Ｗ
・
フ
ィ
ッ
シ
ャ
ー
の
第
三
の
局
面
に
は
、
Ｅ
・
バ
ソ
コ
ー
ヶ
の
「
『
杜
会
問
題
』
の
構
造
問
題
へ
の
一
般
化
」
（
向
巨
二
睾
）

　
　
が
照
応
し
て
い
る
。
ま
た
、
Ｗ
・
ケ
ル
マ
ソ
は
、
最
初
の
二
つ
の
局
面
を
、
農
村
の
「
大
衆
貧
窮
」
の
「
杜
会
間
題
」
が
都
市
の
プ
ロ
レ

　
　
　
　
　
　
　
　
。
フ
ロ
ブ
レ
ヲ
テ
イ
ー
ク

　
　
タ
リ
ア
ー
ト
の
杜
会
問
題
に
移
行
し
た
、
と
表
現
し
て
い
る
（
亨
穴
昌
冒
彗
ｐ
Ｈ
己
易
己
ｐ
Ｈ
邑
胃
昌
讐
昌
・
◎
）
。

（
３
２
）
Ｈ
宝
ま
９
零
彗
Ｐ
Ｈ
ま
易
け
ま
麦
¢
昌
轟
；
ｏ
ｃ
。
◎
き
一
亘
一
薫
，
Ｕ
彗
蓉
巨
彗
〇
一
嚢
巨
＼
思
『
；
畠
昌
畠
・
。
．

（
３
３
）
　
向
巨
ニ
ミ
ト

（
３
４
）
　
向
巨
．
一
ミ
ド

（
３
５
）
　
前
掲
拙
著
、
一
〇
八
～
一
一
〇
、
三
三
五
～
三
三
六
ぺ
ー
ジ
、
を
参
照
せ
よ
。

（
３
６
）
　
Ｗ
・
フ
ィ
ヅ
シ
ャ
ー
は
初
期
工
業
杜
会
に
ー
あ
っ
て
は
、
産
業
部
門
の
技
術
的
要
求
に
従
っ
て
、
労
働
者
の
出
自
に
一
定
の
傾
向
が
刻
印

　
三
月
前
期
の
プ
ロ
ィ
セ
ン
に
お
け
る
「
杜
会
問
題
」
Ｈ
（
川
本
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
七
（
七
三
九
）



立
命
館
経
済
学
（
第
二
十
六
巻
．
第
五
号
）

二
八
（
七
四
〇
）

　
　
さ
れ
る
と
し
て
、
三
っ
の
型
を
析
出
す
る
。
ｏ
ｏ
繊
維
工
業
、
と
く
に
紡
績
業
。
こ
こ
で
の
労
働
力
は
主
と
し
て
以
前
の
農
村
家
内
労
働
者

　
　
よ
り
供
給
さ
れ
、
と
く
に
婦
人
、
児
童
の
比
率
が
高
い
。
食
料
品
、
飲
料
、
精
糖
、
煙
草
工
場
も
類
似
の
傾
向
を
も
っ
。
の
鉱
山
、
製

　
　
鋼
、
化
学
工
業
。
こ
れ
ら
の
部
門
で
は
、
と
く
に
ル
ー
ル
地
方
に
お
い
て
、
農
村
出
自
の
男
子
労
働
者
が
多
く
、
近
辺
農
村
よ
り
工
場
に

　
　
流
入
し
た
。
こ
れ
ら
の
部
門
が
強
力
な
人
間
を
要
求
し
た
か
ら
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
、
農
業
か
ら
工
業
へ
の
移
動
が
場
所
的
移
動
を
伴
な

　
　
い
、
故
郷
な
き
労
働
者
が
移
成
さ
れ
た
。
ゆ
機
械
工
業
。
一
九
世
紀
末
ま
で
は
圧
倒
的
に
熟
練
手
工
業
者
に
依
存
し
、
集
中
手
工
業
所
の

　
　
観
を
呈
し
た
。
こ
こ
に
は
労
働
者
の
エ
リ
ー
ト
が
結
集
し
、
最
初
か
ら
高
賃
金
を
特
徴
と
し
て
お
り
、
各
手
工
業
者
は
親
方
に
よ
り
統
率

　
　
さ
れ
、
伝
統
的
性
格
が
強
か
っ
た
。
陶
器
製
造
業
、
軍
需
工
業
、
光
学
、
秤
量
器
、
時
計
等
の
精
密
機
械
工
業
が
類
似
の
性
格
を
も
っ

　
　
（
ミ
・
尋
竃
雰
・
写
一
・
。
・
き
一
・
Ｏ
箏
け
婁
・
巨
・
豪
二
昌
Ｎ
・
童
一
・
二
胃
宰
肇
己
易
ま
き
。
。
一
警
品
（
Ｈ
§
）
し
Ｐ
｛
・
曇
・
書
券
・
麦
↑

　
　
昌
Ｐ
○
馨
豪
Ｏ
ぎ
津
ぎ
置
け
等
胃
宗
二
己
易
匡
き
。
・
一
胃
昌
讐
旨
Ｈ
－
旨
ト
ま
曇
Ｈ
目
罵
ま
Ｏ
ま
Ｏ
巨
事
９
旨
｛
。
。
富
邑
９
０
。
§
易
Ｏ
胃

　
　
申
婁
彗
霊
マ
寿
胃
ま
ま
易
ｏ
ぎ
津
（
宕
震
）
一
ぎ
ｑ
胃
８
｝
．
四
．
ｐ
Ｎ
竃
）
。

　
　
　
こ
こ
で
、
産
業
革
命
の
進
展
と
労
働
者
保
護
の
展
開
過
程
と
を
、
労
働
者
出
自
の
三
類
型
と
関
連
さ
せ
る
な
ら
ぱ
、
産
業
革
命
の
進
展

　
　
に
伴
た
い
、
労
働
者
保
護
の
問
題
が
、
繊
維
工
業
に
お
げ
る
児
童
、
婦
人
労
働
老
の
保
護
か
ら
、
鉱
山
、
製
鋼
、
化
学
、
機
械
工
業
の
成

　
　
年
男
子
労
働
者
の
保
護
へ
と
移
行
し
て
い
く
こ
と
が
容
易
に
理
解
さ
れ
得
る
で
あ
ろ
う
。

　
　
　
そ
の
さ
い
、
団
結
権
の
問
題
は
、
Ｋ
・
Ｅ
・
ボ
ル
ソ
が
指
摘
す
る
よ
う
に
、
児
童
、
掃
人
労
働
者
の
保
護
や
、
杜
会
保
険
の
対
象
と
す

　
　
る
疾
病
、
老
齢
労
働
者
の
保
護
と
は
異
た
り
、
成
年
男
子
基
幹
労
働
者
の
保
護
を
意
味
し
、
杜
会
政
策
の
中
心
問
題
を
彩
成
す
る
。
団
結

　
　
の
自
由
に
よ
り
初
め
て
、
労
働
者
が
契
約
の
自
由
の
も
と
で
、
経
済
的
に
優
位
に
立
っ
工
場
主
と
対
等
に
、
賃
金
、
労
働
条
件
等
に
つ
い

　
　
て
話
し
合
え
る
基
礎
が
置
か
れ
る
か
ら
で
あ
る
（
穴
胃
－
卑
－
｝
雰
員
Ｏ
。
冨
宣
－
Ｏ
昌
豪
Ｏ
ぎ
串
◎
巨
Ｏ
冒
Ｏ
旨
｛
団
９
量
Ｏ
巨
旨
。
ｑ
竃
巨

　
　
Ｕ
ｇ
冨
巨
彗
｛
く
旨
Ｈ
。
・
仁
。
・
巨
。
・
昌
『
里
。
・
冒
胃
ｏ
茅
｝
彗
ｏ
。
◎
ユ
～
釘
霧
等
。
・
ｏ
げ
昌
囚
（
畠
墨
）
二
ｐ
Ｈ
暮
實
ｇ
乙
・
彗
＜
ｏ
ま
ぎ
ま
ぎ
Ｕ
竃
薄
｝
．

　
　
－
彗
戸
｝
易
帽
．
＜
旨
葭
９
竃
旨
ｃ
．
ｏ
｛
ぎ
量
ぎ
穴
ｇ
目
岩
軍
お
）
。
　
こ
の
問
題
は
、
一
八
六
〇
年
代
に
プ
ロ
ィ
セ
ソ
下
院
に
お
い
て
す

　
　
べ
て
の
フ
ラ
ク
の
要
求
す
る
と
こ
ろ
と
た
り
、
憲
法
紛
争
と
絡
み
合
い
た
が
ら
表
面
化
し
た
（
向
巨
二
ま
）
。

（
３
７
）
　
イ
ギ
リ
ス
の
児
童
労
働
者
保
護
と
「
一
〇
時
問
運
動
」
に
つ
い
て
は
、
小
川
喜
一
『
イ
ギ
リ
ス
杜
会
政
策
史
論
』
有
斐
閣
、
一
九
六
一

　
　
年
。
吉
岡
昭
彦
「
イ
ギ
リ
ス
産
業
革
命
と
賃
労
働
」
、
高
橋
幸
八
郎
編
『
産
業
革
命
の
研
究
』
、
八
七
～
一
〇
八
べ
ー
ジ
。
戸
塚
秀
夫
『
イ

　
　
ギ
リ
ス
エ
場
法
成
立
史
論
』
未
来
杜
、
一
九
六
六
年
、
と
く
に
第
三
篇
。
Ｂ
・
Ｌ
・
ハ
チ
ソ
ズ
、
Ａ
・
ハ
リ
ソ
ソ
『
イ
ギ
リ
ス
エ
場
法
の



（
３
８
）

（
３
９
）

（
４
０
）

歴
史
』
大
前
朔
郎
、
石
畑
良
太
郎
、
高
島
道
枝
、
安
保
則
夫
、
共
訳
、
新
評
論
、
一
九
七
六
年
、
を
参
照
せ
よ
。
ま
た
、
団
結
の
自
由
の

間
題
と
チ
ャ
ー
テ
ィ
ス
ト
運
動
に
つ
い
て
は
、
山
中
篤
太
郎
『
労
働
組
合
法
の
生
成
と
変
転
〔
増
補
版
〕
』
同
文
館
、
一
九
四
七
年
。
飯

田
鼎
『
イ
ギ
リ
ス
労
働
運
動
の
生
成
』
有
斐
閣
、
一
九
五
八
年
、
を
参
照
せ
よ
。

　
Ｇ
・
Ｋ
・
ア
ソ
ト
ソ
は
、
イ
ギ
リ
ス
の
一
八
三
〇
年
代
の
工
業
発
展
に
、
ド
イ
ツ
は
一
八
七
〇
年
代
に
初
め
て
到
達
し
た
と
述
べ
て

い
る
（
〇
一
目
亭
胃
穴
一
ト
暮
◎
Ｐ
Ｏ
塁
Ｏ
｝
｛
Ｏ
ま
¢
ｑ
胃
肩
Ｏ
■
雲
Ｏ
Ｏ
Ｏ
｝
¢
箏
句
～
一
旨
寿
胴
２
卑
お
巴
旨
目
０
ｑ
ｇ
Ｏ
Ｏ
Ｎ
■
亭
ｈ
胃
ト
自
庄
｝
プ
昌
¢
Ｏ
目
昌
｝
ｑ
－
¢

霊
ざ
茅
。
・
婁
０
き
８
＆
昌
£
一
ぎ
｛
Ｏ
；
己
｝
昌
；
９
實
曾
〇
一
一
〇
Ｐ
Ｏ
。
旺
募
－
昌
Ｐ
己
。
冨
邑
奉
家
¢
易
Ｏ
ぎ
彗
Ｏ
訂
司
◎
易
Ｏ
巨
轟
９
｝
易
囚
．

く
ｏ
箏
Ｏ
易
訂
く
ｃ
ｏ
｝
昌
ｏ
目
９
目
｛
↓
胃
霊
己
一
Ｎ
毒
－
け
易
自
ｏ
芦
－
ｏ
号
Ｎ
仔
Ｈ
。
。
芦
蜆
。
。
）
。
ま
た
、
Ｗ
・
コ
ソ
ソ
ェ
は
、
イ
ギ
リ
ス
の
産
業

革
命
が
ア
メ
リ
ヵ
の
独
立
戦
争
と
一
八
二
五
年
の
最
初
の
資
本
主
義
恐
慌
と
の
問
に
開
始
さ
れ
た
の
に
対
し
、
ド
イ
ツ
で
は
一
八
五
〇
年

以
後
に
初
め
て
開
始
さ
れ
た
と
述
べ
て
い
る
（
事
．
Ｏ
◎
昌
９
く
◎
昌
ｖ
雲
茅
一
く
彗
昌
ｖ
～
〇
一
９
胃
巨
小
Ｈ
Ｓ
）
。

　
考
ら
ぎ
臣
■
０
．
Ｏ
Ｎ
邑
０
Ｃ
。
君
目
昌
長
竃
一
Ｈ
鼻

　
ド
イ
ツ
に
お
い
て
営
業
令
と
工
場
法
と
が
絡
み
合
い
な
が
ら
進
展
す
る
の
は
、
市
民
革
命
と
産
業
革
命
と
が
絡
み
合
う
の
に
照
応
し
て

い
る
。
こ
の
点
の
鋭
利
な
指
摘
と
し
て
は
、
藤
瀬
浩
司
「
十
九
世
紀
ド
イ
ツ
に
お
げ
る
労
働
力
の
農
業
離
脱
」
、
高
橋
幸
八
郎
編
『
産
業

革
命
の
研
究
』
、
四
〇
九
べ
－
ジ
、
同
『
近
代
ド
イ
ツ
農
業
の
彬
成
』
お
茶
の
水
書
房
、
一
九
六
七
年
、
四
三
〇
ぺ
－
ジ
、
を
参
照
せ
よ
。

三
月
前
期
の
ブ
ロ
イ
セ
ソ
に
お
げ
る
「
杜
会
問
題
」

い
（
川
本
）

二
九
（
七
四
一
）




